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建学の理念
○建学の精神
　「諸学の基礎は哲学にあり」　「独立自活」　「知徳兼全」
○東洋大学の教育理念
【自分の哲学を持つ】
　多様な価値観を学習し理解するとともに、自己の哲学（人生観・世界観）を持つ人間を育成する。
【本質に迫って深く考える】
　先入観や偏見にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間を育成する。
【主体的に社会の課題に取り組む】
　社会の課題に自主的・主体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間を育成する。
○東洋大学の心
【他者のために自己を磨く】
　自分を磨くのは、人々のためにはたらくことができるようになるためであり、そのことを自覚して
学業に励むのが東洋大学の心である。
【活動の中で奮闘する】
　現実社会における活動の中にどこまでも前進してやまないのが、東洋大学の心である。

　東洋大学は、明治20（1887）年、哲学者・井上円了が創設した「私立哲学館」によってその歴史が
始まりました。円了は幕末の安政5（1858）年、越後国長岡藩西組浦村（現在の新潟県長岡市浦）のお
寺の長男として生まれ、明治14年、設立間もない東京大学文学部哲学科にただひとりの1年生として入
学しました。勉学を通して「洋の東西を問わず、真理は哲学にあり」と確信します。当時のわが国は
欧米文化至上主義の時代で、円了は西洋化に踊らされる日本を憂えていたと思われます。ここでいう
哲学とは、「万物の原理を探り、その原理を定める学問」であり、それは観念的演繹的な哲学ではなく、
事実と実証に基づく哲学であるという点が強調されました。
　円了は創立前に「哲学はあらゆる事物の原理を定める学問であります。政治、法律はもとより科学
や芸術まで、その根底には哲学がなくてはなりません」と述べています。この考えから明治20年「私
立哲学館」という哲学専修の私立学校を創立しました。これが現在の東洋大学の前身にあたります。
　円了が教育で目指した哲学は、いわゆる「哲学者」の養成ではなく、思想や精神を錬磨する術（すべ）
であり、他に応用する能力も身につけなければならないものであると説いています。
　哲学という言葉が初めて使われた明治時代から、哲学の欠如が問われている現在までの125年以上に
わたり、東洋大学も激動の歴史を歩みながら、創立者井上円了の教育理念を継承してきました。
　哲学館創立以降に、円了は「余資なく、優暇なき者」のために「社会教育」と「開かれた大学」を目指して活
動を開始しました。その一つに、学校開設の翌年から『哲学館講義録』を発行して、通学できない者に
も勉学の機会を与えました。これは当時としては画期的なことであり、この精神は現在の通信教育部
に受け継がれています。
　さらに、円了は30代から生涯続けることになる全国巡講を始めています。統計の残っている明治39
年から大正7年までの13年間で、全国60市、2198町村において5291回の講演を行い、社会教育に力を入
れました。明治の日本に新しい教育の扉を開こうとした円了の情熱がうかがえます。この心を引き継
いで現在の東洋大学では「開かれた大学」を目指し、講師派遣事業や公開講座など、地域のみならず
全国の人々に生涯学習の場を提供しています。

建学の理念と創立者　井上円了

2021

2021



卒業まで大切に使用・保管してください。
この履修要覧は、皆さんが学業を進めていくうえで必要不可欠な、学部の

基本的な事項を収録したものです。再配布はしませんので、卒業まで大切

に保管してください。記載内容は2021年４月現在のものです。記載内容

の変更については掲示にてお知らせします。
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生命科学部の教育研究上の目的

１．人材の養成に関する目的

　生命科学は、生命現象を遺伝子・分子レベルから細胞レベル、さらに個体レベル

で明らかにし、地球社会に貢献することを目的とする学問領域です。この生命科学

を教育研究することにより、生命の総合的理解の上に立って、地球社会の発展に貢

献する創造的思考能力と倫理観を併せ持った人材を育成します。

２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

　生命科学における「生命」「環境」「健康」を３大テーマとし、「生命科学科」

「応用生物科学科」の２学科で各々特徴ある教育に取り組みます。特に、本学部の

特色として、生命現象の原理解明と生物資源の利用に関する学問領域とともに、地

球環境およびヒトの健康の維持に関する学問領域の教育を推進しています。これに

より、学生に生命科学の学問領域全般を体系的に修得させ、実社会での問題を解決

する能力、新しい分野を切り拓いていく能力などを身につけさせることを教育目標

としています。

生命科学部の卒業の認定及び学位授与に関する方針

１）極限環境に生育する生物からヒトにいたるまでの生命現象に関する基礎知識と

生命現象を解析する基礎的技術を修得した上で、専門的な知識を獲得すること。

２）創造的思考能力を磨くことにより、「生命」「環境」「健康」の各分野におけ

る先端科学や高度な技術開発に挑戦していくことができること。

３）高い倫理性と幅広い視野、豊かな人間性と自立心を備え、地球社会の発展に貢

献するという強い意志を有すること。

生 命 科 学 部 長 　
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１　カリキュラムの概要

（１）東洋スタンダード

　　　2021

（２）基盤教育科目・

　　　学科専門教育科目

　東洋大学は、全学的な教育目標「東洋大学スタンダード 2021」をふまえ、哲学教育・

グローバル教育・キャリア教育を軸として学力と人間力をともに養成し、グローバ

ル人財の育成を実現するカリキュラムを編成しています。

　東洋大学は、建学の精神「諸学の基礎は哲学にあり」「独立自活」「知徳兼全」に基づ

き、学生に以下の力を身につけさせることを宣言します。

１．「諸学の基礎は哲学にあり」の精神に基づき、生涯にわたり本質に迫って深く考え

抜く力

２．「独立自活」の精神に基づき、社会的に自立した人間として、主体的に判断し、行動

できる力

３．「知徳兼全」の精神に基づき、人間としての価値の実現を目指し、地球環境と人類

社会に貢献できる人間力

４．変わりゆく社会のなかで、自ら問いを立て諸課題を解決できる想像力とイノベー

ション力

５．グローバル社会において、多様な伝統と文化を尊重し、対話や議論を通じて他者

と協働していく力

　本学部、各学科の人材養成の目的とその他教育研究上の目的を実現するために必

要なカリキュラムが構成されています。

基盤教育科目において幅広い知識・教養を身につけ、学科専門教育科目において、学

問領域を深く体系的に学ぶことができるよう、本学の学士課程教育が構成されてい

ます。

第１節　学修にあたって
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東
洋
大
学
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
２
０
２
１　

基盤教育科目

哲学・思想

「諸学の基礎は哲学にあり」の精神に基づき、生涯にわたり本質

に迫って深く考え抜く力

理論哲学や実践哲学、倫理観を確立するとともに、自ら考え、判
断し、行動する能力、総合的視野に立ち、他分野の人々と協働で
きる能力を身につける。そのために古今東西の賢人たちが残した
哲学・思想に耳を傾け、それらについて深く考えることで思考を
錬磨し、自らのものの見方・考え方の基盤を築くとともに、多角
的なものの見方・考え方を受容する力の獲得を目指す。

学問の基礎

「知徳兼全」の精神に基づき、人間としての価値の実現を目

指し、地球環境と人類社会に貢献できる人間力
変化の激しい現代社会を生きるための教養とは、幅広い知識の修
得のみならず、グローバルな視野を持ち、歴史的かつ多元的な視
点で物事を深く考え、自然やものの成り立ち、科学と社会との関
係を正しく理解したうえで適切な判断ができる能力を意味する。
人文・社会・自然科学の諸分野における先人の知恵に学び、それ
らを横断する学際的な探求活動を通じて、教養を身につける。

国際人の形成

グローバル社会において、多様な伝統と文化を尊重し、対話

や議論を通じて他者と協働していく力
地球でともに生きる市民のひとりであることを自覚し、多様な伝
統や文化を越えて、個を尊重しながら共生、協働していくための
素養を身につける。そのために複数の言語を使う力を伸ばすとと
もに、柔軟で論理的な思考力、異なる価値観を認めあうための受
容力と発信力を高め、自らの考えを的確に伝えられる、そして相
手の考えを多角的、多元的に理解できるコミュニケーション能力
の伸長を目指す。

キャリア・
市民形成

「独立自活」の精神に基づき、社会的に自立した人間として、

主体的に判断し、行動できる力
人生 100 年時代を迎え、さまざまに多様化が進む現代社会で「よ
く生きる」ためには、社会的・職業的な課題の理解力、判断力、
行動力が必要である。これらの養成のために、法律、会計、IT、
情報、環境など、社会や組織を理解するための基本を学ぶととも
に、他者と協働し、自ら行動するためのコミュニケーション力、
調整力、キャリア開発力を身に着ける。

総合・学際

変わりゆく社会のなかで、自ら問いを立て諸課題を解決でき

る想像力とイノベーション力
グローバル化と技術革新の進展がもたらす現代社会の課題につい
て、複数の学問視点や複合・学際領域など多様な視点から、さま
ざまなひとや組織と協働して、柔軟で斬新な解を見いだす力を身
につける。そのために、分野を超えて最新の技術動向や研究成果
を学ぶ授業を展開し、対話をとおして、その知識や技能を応用し
て発展的・創造的に思考・発想する力を養成する。

健康・
スポーツ科学

多様化するグローバル社会に対して、知徳体のバランスの取れた
健康的な人材を育成することを目指し、スポーツの価値の中核で
ある「楽しさ」「喜び」を享受し、スポーツの持つ価値を最大化
させる「人」「社会」「世界」を様々に結びつける人間力となるコ
ミュニケーション能力、リーダーシップ、協調性、課題発見・解
決能力等を身につける。

専門教育科目

学科専門
教育科目

カリキュラムの中心となる最も多く履修・修得する必要のある学
科専門教育科目群です。必修・選択必修・選択科目に分かれてい
ます。

教職科目 教育職員免許状を取得するために開設されています。
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２　学　　期

４　単位制

（１）単位制とは

（２）単位数の計算方法

５　修業年限と在学年数

３　セメスタ制

　１年を次の学期に分けます。

　　春学期　４月１日から９月30日まで

　　秋学期　10月１日から翌年の３月31日まで

※ただし，授業開始日や終了日，履修登録期間は年度によって異なるので，学生生

活ハンドブックやToyoNet-Gで確認してください。

　授業科目の履修には単位制が採用されています。単位制とは，授業科目にそれぞ

れ定められた単位があり，一定の基準（科目の単位数に見合う授業時間）に沿って， 

その授業科目を履修し，試験に合格することによってその授業科目の単位が認定さ

れる制度です。

　従って，学科教育課程表に基づく卒業要件を満たした場合に卒業として認定し，

学士の学位が与えられます。

　修業年限は４年です。

　在学年数は，通算して８年が限度となります。この場合において，休学年数は在

学年数に算入しません。

　セメスタ制は，上記のように１年を２つの学期

（セメスタ）に分け，４年間で８つのセメスタを

段階的に積み上げて卒業するシステムです。半年

単位で授業が完結することによって，授業効果を

高め，学生が集中して学ぶことができ，学生の理

解度を把握しやすくなるメリットがあります。

　授業科目には学習時間に応じた単位数が定められており，卒業要件等の基準は修

得すべき単位数として規定されています。１単位は，授業や自習（予習・復習）を

含め45時間の学修を行う計算になっており，次の基準により設定されています。

授業科目の区分と1単位あたりの学修時間

合　　計授業時間

学習時間

自 習 時 間

（予習・復習時間）

授業実施授業科目等

講 義 ・ 演 習

外 国 語 科 目

実験・実技・実習

15週

15週

15週

15時間

30時間

45時間

45時間

45時間

45時間

30時間

15時間

0時間
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　授業科目には学習時間に応じた単位数が定められており，卒業要件等の基準は修
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15時間

0時間

　本学で行われる授業には、１年間を春学期・秋学期の２学期（セメスタ）に分割

し、15週間単位で授業を行うセメスタ授業と、各セメスタを２分割し、８週間単位で

授業を行うクォーター授業があります。また、夏季・春季休暇期間等に、集中講義や

実習等の授業が行なわれる場合があります。これをセッション授業といいます。

６
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　３　休　　講

　４　補講・集中講義

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電子掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１）休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２）その他特別にやむを得ない状況のとき。

 

※休講に関して電話で問い合わせることはできません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

。きとたっなと講休が業授）１（ 

。きとるすと要必を義講中集・講補に別特，で由理の他のそ）２（ 

　なお，補講は原則として各学期の補講時間あるいは、補講調整期間に行います。
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。きとたっなと講休が業授）１（ 

。きとるすと要必を義講中集・講補に別特，で由理の他のそ）２（ 

　なお，補講は原則として各学期の補講時間あるいは、補講調整期間に行います。

履修関係書類配布：新入生　就学手続時

　　　　　　　　　在校生　進級手続時

・『授業時間割表』，『履修要覧』（新入生のみ）の配付

オリエンテーション：スケジュールは別紙を参照

・新入生は新入生オリエンテーションで Web 履修登録の説明があります。

　（２～４年生は特別なオリエンテーションは行わないので，『学務シス

　テムToyoNet-G利用ガイドブック』を参照すること）　

Web履歴登録

・時間割作成用紙をもとに履修登録（自宅等の学外からも可）

・期間内なら登録を何度でも変更可能（事前登録された科目を除く）

時間割作成用紙記入

る授業を決め，時間割作成用紙に必要事項を記入する

※各種単位認定等については別途手続きが必要となります。詳細は該当ペ

ージを確認して下さい。
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（１）履修登録にあたっては，履修要覧及び授業時間割表を熟読のうえ，時間割作

成用紙に必要事項を記入してください。

（２）学科教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。

（３）履修登録期間以降の追加・訂正・削除は一切認めません。　　

　　　（ただし，履修取消についてはこの限りではありません。Ｐ19，20「ＧＰＡ

　制度」参照）

（４）授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は，ToyoNet-Gに掲示します

ので確認してください。

（５）履修登録確認表は必ず印刷して，履修内容を確認し保管してください。　

　シラバス（講義要項）には，授業の内容（概要）や到達目標など，科目の履修を

通じて身につけることのできる知識，能力，また各回の授業の進め方や内容，成績

評価方法・基準，使用テキストや予習・復習の指示などが，予め学生に示されてい

ます。

　履修する科目を決めるにあたって，シラバスを熟読することはもちろん，次回の

授業の準備学習や復習の際の振り返りに用いるなど，シラバスを活用することに

よって学習効果を高めるよう努めてください。

　シラバスはToyoNet-Gにて公開しています。

　各授業科目には，記号と番号が付いています（教育課程表を参照）。　

　記号と番号の意味は以下のとおりです。

２　登録時の注意事項

３　シラバスについて

４　科目の記号と番号

　　（科目ナンバリング）
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してください）試験の日，時限，場所（教室），方法等は，次により発表します。

　学期末試験とは，各学期の最終週（試験・補講調整期間）に行うテスト等を指し

ます。例年，春学期は７月下旬～８月上旬，秋学期は１月下旬～２月上旬に実施予

定で，学期末試験時間割に従って実施します。（ToyoNet-Gで各自の時間割を確認

　平常試験とは，各授業科目の担当教員が平常の授業時間内で行うテスト等を指し

ます。

ToyoNet-Gの「学生メニ

ュー」＞「学期末試験」＞

「試験時間割表照会」

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

随時ToyoNet-Gの情報を更新します。
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が許可されたもののみです。スマートフォン，スマートウォッチ等の通信

機能が付いた機器は机上に置けません。試験の妨げにならないよう電源を

必ず切って，かばんにしまってください。なお，上記の機器，音楽プレー

ヤーを時計代わりに使用することはできません。　

P17,  P18
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　生命科学部では，2017年度入学生からＧＰＡ2.0を上回ることを「卒業時の目

安」として設定しています。ＧＰＡ2.0を下回ったとしても卒業は可能ですが，

卒業時にＧＰＡ2.0を上回るように努力してください。
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　３　成績の発表

　４　成績に関する問い合わ

　　　せ（成績調査）

　５　学修指導

　ＧＰＡは，「成績表」に直近と累積の値が記載され，海外留学の際の学力指標

や学内奨学金の採用基準となる他，成績優秀者の表彰や，学内の学習指導に利用

されることがあります。

（履修取消について）　

　卒業要件に関わる科目については授業開始の一定期間経過後に履修取消が可能

です。履修科目の取り消しを希望する場合は，定められた期間にT o y o N e t-G にて手

続きしてください。なお、履修科目の追加・変更はできません。 　

　第１クォーターについては６月下旬，春学期，第２クォーターについては９月

中旬～下旬，第３クォーターについては11月下旬，秋学期，第４クォーターにつ

いては３月中旬～下旬にT o y o N e t-G で発表します。

　成績発表後，次の①～④に該当する科目については，成績調査受付期間に

T o y o N e t-G で成績調査申請を行い，成績評価の確認をすることができます。成績調

査申請した科目の評価については定められた回答確認期間に各自で必ず確認して

ください。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

①履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

②履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目

③履修登録し，授業へ出席・受験したにもかかわらず，成績表に「＊」印が表示

されている場合

④履修登録し，シラバスにある成績評価基準を満たしているが，成績評価が間

違っていると思われる十分な理由がある場合に，科目担当教員に成績評価に間

違いがないか，確認を求めたい科目

※④の場合については成績の再考を求めるものではないので，十分に注意するこ

と。

　学修指導として，専任教員から，本人への指導および保証人への連絡を行う場

合があります。
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　３　成績の発表

　４　成績に関する問い合わ

　　　せ（成績調査）

　５　学修指導

　ＧＰＡは，「成績表」に直近と累積の値が記載され，海外留学の際の学力指標

や学内奨学金の採用基準となる他，成績優秀者の表彰や，学内の学習指導に利用

されることがあります。

（履修取消について）　

　卒業要件に関わる科目については授業開始の一定期間経過後に履修取消が可能

です。履修科目の取り消しを希望する場合は，定められた期間にT o y o N e t-G にて手

続きしてください。なお、履修科目の追加・変更はできません。 　

　第１クォーターについては６月下旬，春学期，第２クォーターについては９月

中旬～下旬，第３クォーターについては11月下旬，秋学期，第４クォーターにつ

いては３月中旬～下旬にT o y o N e t-G で発表します。

　成績発表後，次の①～④に該当する科目については，成績調査受付期間に

T o y o N e t-G で成績調査申請を行い，成績評価の確認をすることができます。成績調

査申請した科目の評価については定められた回答確認期間に各自で必ず確認して

ください。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

①履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

②履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目

③履修登録し，授業へ出席・受験したにもかかわらず，成績表に「＊」印が表示

されている場合

④履修登録し，シラバスにある成績評価基準を満たしているが，成績評価が間

違っていると思われる十分な理由がある場合に，科目担当教員に成績評価に間

違いがないか，確認を求めたい科目

※④の場合については成績の再考を求めるものではないので，十分に注意するこ

と。

　学修指導として，専任教員から，本人への指導および保証人への連絡を行う場

合があります。

　生命科学部の４年次第８セメスタ以上（卒業当該学期のみ）において，卒業単位

が不足する学生が対象となります。

　再試験の受験資格，再試験の対象としない科目などについては，「生命科学部卒

業再試験実施に関わる内規」に基づき実施されます。
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１．人材の養成に関する目的

　極限環境に生息する微生物から人間がもつ高度な脳に至るまで、生命現象には未解

明の部分が多く残されています。バイオサイエンスの進歩は、“ いのち ”の謎を解き

明かすだけでなく、豊かな人類社会の形成や地球環境の保全に貢献する技術を提供で

きることから、新たな産業の創成にも欠かせないものとなっています。生命科学科で

は、「先端サイエンスの幅広い知識と技術を修得し、地球社会の諸問題に対応でき、

かつ広い分野で活躍できる人材を育成する」ことを目的にしています。

　具体的には、将来の生命科学を探求する研究者・技術者、高度な生命科学の知識・

技術や思考を生かせる職業に国内外で携わる人材、及び、次代を担う生徒達の教育に

携わる教員を育成します。

２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

１）生命現象を分子レベル、細胞レベル、個体レベル、さらには地球環境レベルで

理解する幅広い知識を修得する。

２）“いのち”の不思議に迫るための生命科学の様々な技術を修得する。

３）生命科学の未知の領域に挑戦する論理的かつ独創的な考え方ができる。

４）地球生物社会全体と“いのち”に対する深い生命倫理観を醸成させる。

５）国際的に活躍できるよう、異文化に対する理解や語学力を培う。

 生 命 科 学 科 長
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１．卒業の認定及び学位授与に関する方針

　生命科学科では、生命の総合的理解を通じて地球社会に貢献するという観点から、地球社会の諸問題に対応でき、

広い分野で活躍できる人材を養成するという教育目標のもとに、次の基準を満たす学生に卒業を認定し、学位を授与

します。

１）生命科学に関する幅広い知識と高い生命倫理観・専門技術者倫理観を身につけている。

２）生命科学の専門的知識と実験技術を駆使して、創造的な研究活動を行う能力を身につけている。

３）様々な課題に対して自主的・主体的に取り組み、論理的な思考を通して解決への筋道を立てる事ができる。

４）プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力に優れ、他者と連携・協調することができる。

５）社会の構成員として必要な教養を身につけ、社会貢献に対する意識とそれを実践するための能力を備えている。

２．教育課程の編成及び実施に関する方針

　生命科学科では、学科の掲げる教育目標および「卒業の認定及び学位授与に関する方針」に求める学修成果の修得

を実現するため、以下の方針でカリキュラム（教育課程）を編成します。

　履修科目は、基盤教育科目と専門教育科目に大別されます。専門教育科目はさらに必修科目、選択必修科目、選択

科目に分けられます。それぞれの科目の目的と履修学年について以下に記します。

１）（基盤教育科目について）基盤教育科目では、本学の建学の精神に則り、自己の哲学や倫理観を養う科目と、

語学科目をはじめグローバル社会に対応する能力を育む科目、社会の構成員として活躍するためのキャリア形

成を支援する科目を設置する。

２）（初年次の必修科目について）高校で学んだ生物や化学の知識をもとに、生命科学全般の基礎知識を構築する

上で初年次に履修すべき必修科目を設置する。

３）（選択必修科目について）選択必修科目は、「基礎科学」、「生命科学基盤」、「生命科学」に分かれる。

１、２年次では、各分野の先端知識を学修する上で基盤となる「生命科学基盤」科目を設置する。３年次以降

では、「バイオ分子科学分野」、「動物・人間科学分野」、「植物科学分野」、「微生物科学分野」の各分野

の先端研究の情報や知識を学修することを目的とした、より専門性の高い「生命科学」科目を配置する。

４）（生命科学研究のための基礎的実験科目について）生命科学研究を実施する上で必要となる基本実験手法を修

得することを目的として、１年次から３年次にかけて「化学実験」、「生物学実験」、「生命科学実験Ⅰ」、

「生命科学実験Ⅱ」を必修科目として配置しており、実験実習と課題への取り組みを通じて、自主的・主体的

に問題解決する能力を養う。

５）（生命科学研究に従事して専門性を高める科目について）３年次の後半から４年次にかけて研究室単位で開講

する科目を配置する。「生命科学輪講Ⅰ～Ⅲ」では、ゼミナール形式の授業を通じて、各研究室での研究活動

の遂行に必要な知識を修得するとともに、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を養う。４年次

では、３年次までの学修課程で身につけた生命科学の専門的知識と実験技術を駆使した活動に従事する。そこ

では生命科学科の特徴であるバイオ分子科学、動物・人間科学、植物科学、微生物科学の各分野に関する専門

知識と実験技術をもとにして、「卒業研究」に取り組み、「卒業論文」を作成することを通じて、創造的な研

究活動を実践する能力を養う。

３．入学者の受入れに関する方針

＜学科が求める人材像＞

　生命科学科では、学士課程教育を行うにあたり、次のような学生を受け入れることとします。

１）科学全般、特に生命科学に興味・関心をもつ学生。

２）自らの考えをまとめ、他者にわかりやすく説明することができる学生。

３）自ら設定した目標を達成するための強い意志をもつ学生。

４）生物・健康・環境などに関する問題に関心を持ち、解決に向けた活動、研究を通して社会に貢献したいと考え

ている学生。

５）積極的に新しい分野を開拓する意欲と創造力をもつ学生。

＜入学までに取り組むべき事項＞

　生命科学の知識や技術、思考を活かして国内外で活躍できる人材、生命科学の発展に寄与する研究者や技術者を目

指す者として、特に次の点について入学時までに意識的に取り組むことを求めます。

１）高等学校で履修した科目（特に生物および化学）について教科書レベルの知識を十分に修得する。

２）論説文などの論理的な文章を十分理解できるとともに、自らの考えを論理的に表現できるようになる。

３）現代社会が直面する諸問題について関心を持ち、かつその背景も含めた基礎的知識を獲得する。

生命科学科３つの教育方針
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１．卒業の認定及び学位授与に関する方針

　生命科学科では、生命の総合的理解を通じて地球社会に貢献するという観点から、地球社会の諸問題に対応でき、

広い分野で活躍できる人材を養成するという教育目標のもとに、次の基準を満たす学生に卒業を認定し、学位を授与

します。

１）生命科学に関する幅広い知識と高い生命倫理観・専門技術者倫理観を身につけている。

２）生命科学の専門的知識と実験技術を駆使して、創造的な研究活動を行う能力を身につけている。

３）様々な課題に対して自主的・主体的に取り組み、論理的な思考を通して解決への筋道を立てる事ができる。

４）プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力に優れ、他者と連携・協調することができる。

５）社会の構成員として必要な教養を身につけ、社会貢献に対する意識とそれを実践するための能力を備えている。

２．教育課程の編成及び実施に関する方針

　生命科学科では、学科の掲げる教育目標および「卒業の認定及び学位授与に関する方針」に求める学修成果の修得

を実現するため、以下の方針でカリキュラム（教育課程）を編成します。

　履修科目は、基盤教育科目と専門教育科目に大別されます。専門教育科目はさらに必修科目、選択必修科目、選択

科目に分けられます。それぞれの科目の目的と履修学年について以下に記します。

１）（基盤教育科目について）基盤教育科目では、本学の建学の精神に則り、自己の哲学や倫理観を養う科目と、

語学科目をはじめグローバル社会に対応する能力を育む科目、社会の構成員として活躍するためのキャリア形

成を支援する科目を設置する。

２）（初年次の必修科目について）高校で学んだ生物や化学の知識をもとに、生命科学全般の基礎知識を構築する

上で初年次に履修すべき必修科目を設置する。

３）（選択必修科目について）選択必修科目は、「基礎科学」、「生命科学基盤」、「生命科学」に分かれる。

１、２年次では、各分野の先端知識を学修する上で基盤となる「生命科学基盤」科目を設置する。３年次以降

では、「バイオ分子科学分野」、「動物・人間科学分野」、「植物科学分野」、「微生物科学分野」の各分野

の先端研究の情報や知識を学修することを目的とした、より専門性の高い「生命科学」科目を配置する。

４）（生命科学研究のための基礎的実験科目について）生命科学研究を実施する上で必要となる基本実験手法を修

得することを目的として、１年次から３年次にかけて「化学実験」、「生物学実験」、「生命科学実験Ⅰ」、

「生命科学実験Ⅱ」を必修科目として配置しており、実験実習と課題への取り組みを通じて、自主的・主体的

に問題解決する能力を養う。

５）（生命科学研究に従事して専門性を高める科目について）３年次の後半から４年次にかけて研究室単位で開講

する科目を配置する。「生命科学輪講Ⅰ～Ⅲ」では、ゼミナール形式の授業を通じて、各研究室での研究活動

の遂行に必要な知識を修得するとともに、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を養う。４年次

では、３年次までの学修課程で身につけた生命科学の専門的知識と実験技術を駆使した活動に従事する。そこ

では生命科学科の特徴であるバイオ分子科学、動物・人間科学、植物科学、微生物科学の各分野に関する専門

知識と実験技術をもとにして、「卒業研究」に取り組み、「卒業論文」を作成することを通じて、創造的な研

究活動を実践する能力を養う。

３．入学者の受入れに関する方針

＜学科が求める人材像＞

　生命科学科では、学士課程教育を行うにあたり、次のような学生を受け入れることとします。

１）科学全般、特に生命科学に興味・関心をもつ学生。

２）自らの考えをまとめ、他者にわかりやすく説明することができる学生。

３）自ら設定した目標を達成するための強い意志をもつ学生。

４）生物・健康・環境などに関する問題に関心を持ち、解決に向けた活動、研究を通して社会に貢献したいと考え

ている学生。

５）積極的に新しい分野を開拓する意欲と創造力をもつ学生。

＜入学までに取り組むべき事項＞

　生命科学の知識や技術、思考を活かして国内外で活躍できる人材、生命科学の発展に寄与する研究者や技術者を目

指す者として、特に次の点について入学時までに意識的に取り組むことを求めます。

１）高等学校で履修した科目（特に生物および化学）について教科書レベルの知識を十分に修得する。

２）論説文などの論理的な文章を十分理解できるとともに、自らの考えを論理的に表現できるようになる。

３）現代社会が直面する諸問題について関心を持ち、かつその背景も含めた基礎的知識を獲得する。

生命科学科３つの教育方針
　生命科学は地球上に存在するさまざまな生命現象を，分子，細胞，個体および環

境レベルで探求する学問です。生命科学科では，必修科目，選択必修科目，選択科

目というカテゴリーに分類された専門教育科目を一定単位数履修します。必修科

目では，生命科学を学ぶ上で必要な基礎科目として，基礎化学，生物学，生化

学，基礎分子生物学などを学びます。また，基礎的な実験手法，論理的思考および

表現方法を習得するために，化学実験，生物学実験，生命科学実験を段階的に配置

しています。４年次では配属された研究室で卒業研究に着手することで，主体的に

研究活動に取り組む能力を養います。選択必修科目では，生命科学の科目を基礎科

学・動物・植物・微生物の分野に分け，各分野を基礎から専門まで体系的に幅広く

学び，さらに３年次以降は専門性の高い科目を配置しています。また，選択科目で

は必修科目や選択必修科目の内容を補完する生命科学周辺分野の科目を配置してい

ます。これらの専門教育科目を履修することにより，幅広い視野をもって生命現象

を探求することのできる人材を目指しています。

【基礎科学・生命科学科目】

　すべての生命は多種多様かつ膨大な数の分子から構成された分子集合体です。生

命の不思議を探求するためには，個々の分子の性質や働き，さらには分子同士の間

に働く分子間相互作用の理解と測定手法の修得が必要になります。これらを元に，

バイオセンサーや超分子システムや，ナノテクデバイスの開発などのための応用力

を身につけます。

 ※（　）内は単位数です。

【生命科学基盤・生命科学科目】

動物・人間科学分野

　動物のからだの発生過程とその生理機能は，複雑かつ緻密に制御されています。

本分野では，遺伝子やタンパク質に支えられている，ヒトを含む動物のからだのし

くみの持つ普遍性と多様性を探求します。あわせて，幹細胞や，脳神経系などに関

する専門知識を修得し，生命倫理を育みつつ，胚培養や再生医学，創薬など生命科

学の社会への応用に至る視点を養います。

１　カリキュラム上の特徴

２　選択必修科目の各分野

内容と特徴

第１学年 第２学年 第３学年

発生・再生生物学（２） 動物生理学（２）

細胞機能学（２）

脳科学（２）

神経生物学（２）

生殖生物学（２）

※（　）内は単位数です。

第１学年 第２学年 第３学年

物理Ⅰ（２）

無機化学（２）

物理Ⅱ（２）

生物統計学（２）

有機化学（２）

地球環境学（２）

物理化学（２）

生物有機化学（２）

分析化学（２）

危険物管理概論（２）

遺伝子工学（２）

ライフサイエンス英語（２）

ゲノムインフォマティクス（２）

生命科学ゼミナールⅡ（２）

メディカルバイオテクノロジー（２）

放射線生物学（２）
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生
命
科
学
科



１年次

２年次

３年次

４年次

　　　　教職課程の各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目

　　　 （理科指導法ⅠA，教職概論，教育心理学等（Ｐ77，79参照））

　　　　自由科目（P32参照）

　※既に単位を修得した科目は履修できません。

専門教育科目
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生
命
科
学
科

生 命 科 学 部 　 生 命 科 学 科

授 業 科 目 区 分 卒業要件単位数

基

盤

教

育

科

目

哲学・思想

24単位以上

４単位以上

学問の基礎

人文科学

４単位以上社会科学

自然科学

国際人の形成

世界の伝統と文化

グローバル社会の実際

語学 必修科目 6 単位

キャリア・市民形成

健康・スポーツ科学

総合・学際

専
門
教
育
科
目

必修

90 単位以上

50 単位

選択必修

基礎科学 8 単位以上

生命科学基盤 12 単位以上

生命科学 8 単位以上

選択

合　　　　　　　計 124単位以上



１年次

２年次

３年次

４年次

　　　　教職課程の各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目

　　　 （理科指導法ⅠA，教職概論，教育心理学等（Ｐ77，79参照））

　　　　自由科目（P32参照）

　※既に単位を修得した科目は履修できません。

専門教育科目

　上記の単位数に加え、T OEICのスコアが400点以上であること（ただし，それに

満たない者は，生命科学科オリジナル英語ポイントの加算を可とする）。

　以上の条件が一つでも足りなければ，卒業研究・卒業論文に着手することができ

ず，卒業時期が延期となります。
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生
命
科
学
科

生 命 科 学 部 　 生 命 科 学 科

授 業 科 目 区 分 卒業論文着手要件単位数

基

盤

教

育

科

目

哲学・思想

24単位以上

４単位以上

学問の基礎

人文科学

４単位以上社会科学

自然科学

国際人の形成

世界の伝統と文化

グローバル社会の実際

語学 必修科目 6 単位

キャリア・市民形成

健康・スポーツ科学

総合・学際

専
門
教
育
科
目

必修

72 単位以上

36 単位

選択必修

基礎科学 8 単位以上

生命科学基盤 12 単位以上

生命科学 8 単位以上

選択

合　　　　　　　計 106単位以上



自自    由由    科科    目目

　基盤教育科目では，合計24単位以上を修得しなければなりません。

　哲学・思想，学問の基礎では，それぞれ４単位以上を修得しなければなりません。

　語学では，必修６単位を修得しなければなりません。

　専門教育科目では，４年間で必修50単位，選択必修28単位を含め，合計90単

位以上を修得しなければなりません。

　必修として，１年次９科目19単位，２年次４科目10単位，３年次３科目７単位，

４年次５科目14単位の計50単位を修得しなければなりません。

　選択必修には，基礎科学と生命科学基盤，生命科学の区分があります。

　基礎科学から８単位以上，生命科学基盤から 12単位以上，生命科学から８単位以

上合計28単位以上を修得しなければなりません。

　制限単位数内ならば，生命科学部応用生物科学科，食環境科学部食環境科学科

で開講している一部の科目を履修することができます（P42参照）。修得した単位は

卒業単位「開放領域（他学部他学科）」に含みます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

　所属学科の教育課程表にない科目は、「自由科目」として履修することができま

す。修得した単位は卒業単位に含みません。申請用紙（板倉事務課窓口で配布）に

記入の上、授業担当教員から許可印または署名を受け、板倉事務課窓口へ提出し

てください。

　自由科目は履修単位数制限（24単位）に含まれません。

　配当学年（セメスタ）は開講している学部・学科の配当学年（セメスタ）に従って

ください。

　

　各要件を上回って修得した単位は，卒業要件の単位として換算されます。

　※124（卒業単位）  －114（要件単位）  ＝残り 10 単位は基盤教育科目・専門教育

科目・開放領域（他学部他学科）のどの領域から修得しても換算されます。

【【専門教育科目】】

専門教育科目
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生
命
科
学
科

卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目  

（
24
単
位
以
上
）

哲学・思想 

（4 単位以上）

選択必修 TYS101 井上円了と東洋大学 1 ～ 4 2

選択必修 PHT101 生命倫理 1 ～ 4 2

選択必修 PHT102 哲学入門 1 ～ 4 2

選択必修 PHT103 生命哲学 1 ～ 4 2

選択必修 PHT104 生命論 1 ～ 4 2

学問の基礎

（４単位以上）

人文科学

選択必修 PSY101 心理学 1 ～ 4 2

選択必修 CUA101 文化人類学入門 1 ～ 4 2

選択必修 HUG101 人文地理学入門 1 ～ 4 2

社会科学

選択必修 ECO101 経済学入門 1 ～ 4 2

選択必修 PSY102 スポーツ社会学 1 ～ 4 2

選択必修 SOC101 ソーシャルサーベイ概論 1 ～ 4 2

選択必修 POL101 政治学入門 1 ～ 4 2

選択必修 FUL101 法学入門 1 ～ 4 2

選択必修 SOC102 社会学入門 1 ～ 4 2

自然科学

選択必修 BSC101 現代化学 1 ～ 4 2

選択必修 SHS101 科学技術論 1 ～ 4 2

選択必修 PHY101 現代物理 1 ～ 4 2

選択必修 EVB101 生命科学史 1 ～ 4 2

選択必修 BAB101 現代生物学 1 ～ 4 2

選択必修 MAT101 数学の世界 1 ～ 4 2

選択必修 EAH101 食と健康 1 ～ 4 2

国際人の

形成

世界の伝統

と文化

選択 LIE101 欧米の文学と文化 1 ～ 4 2

選択 IHR101 異文化と社会事情 1 ～ 4 2

選択 EAH102 日本の食文化 1 ～ 4 2

グローバ

ル社会の

実際

選択 IHR102 文化間コミュニケーション 1 ～ 4 2

選択 IHR103 短期海外フィールドワーク 1 ～ 4 1

選択 IHR104 英語ビジネス実務 1 ～ 4 2

選択 IHR105 海外文化研修 1 ～ 4 2

選択 IHR106 留学のすすめ 1 ～ 4 2

選択 IHR107 異文化理解概論 1 ～ 4 2

選択 IHR108 海外研修Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 IHR109 海外研修Ⅱ 1 ～ 4 2

選択 IHR110 海外実習Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 IHR111 海外実習Ⅱ 1 ～ 4 2

選択 IHR112 短期海外研修Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 IHR113 短期海外研修Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 IHR114 短期海外研修Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 IHR115 短期海外研修Ⅳ 1 ～ 4 1

選択 IHR116 短期海外実習Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 IHR117 短期海外実習Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 IHR118 短期海外実習Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 IHR119 短期海外実習Ⅳ 1 ～ 4 1

2021年度以降入学生用

生命科学部生命科学科　教育課程表（科目一覧表）

※科目区分における（　）内の数字は，その区分の最低必要単位数です。
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生
命
科
学
科

卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目  

（
24
単
位
以
上
）

国際人の

形成
語　学

必修 ENG101 Integral English Ⅰ 1 1

必修 ENG102 Integral English Ⅱ 1 1

必修 ENG103 English Communication Ⅰ 1 1

必修 ENG104 English Communication Ⅱ 1 1

必修 ENG201 English Speech & Presentation 2 1

必修 ENG202 English Reading & Writing 2 1

選択 ENG105 Applied English Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 ENG106 Applied English Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 ENG107 TOEIC Foundation 1 ～ 4 1

選択 CHI101 中国語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 CHI102 中国語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 KOR101 ハングルⅠ 1 ～ 4 1

選択 KOR102 ハングルⅡ 1 ～ 4 1

選択 FRA101 フランス語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 FRA102 フランス語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 SPA101 スペイン語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 SPA102 スペイン語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 ECD101 テクニカルライティング 1 ～ 4 2

選択 ECD102 アカデミックライティング 1 ～ 4 2

選択 ENG108 Business English Communication 1 ～ 4 2

選択 ENG109 IELTS for Study Abroad Ⅰ Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG110 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing 1 ～ 4 2

選択 ENG111 IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG112 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 1 ～ 4 2

選択 ENG113 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG114 Pre-Study Abroad: Writing 1 ～ 4 1

選択 JPN101 日本語Ⅰ １ 1

選択 JPN201 日本語Ⅱ 2 1

選択 JPN102 日本語と日本社会 1 1

選択 JPN202 日本語と日本文化 2 1

選択 JPN103 ※ Japanese for Beginners: Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN104 ※ Japanese for Beginners: Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN105 ※ Integrated Japanese I Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN106 ※ Integrated Japanese I Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN107 ※ Integrated Japanese Ⅱ Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN108 ※ Integrated Japanese Ⅱ Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN109 ※ Integrated Japanese Ⅲ Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN110 ※ Integrated Japanese Ⅲ Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN111 ※ Japanese Reading I 1 ～ 4 1

選択 JPN112 ※ Japanese Reading Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN113 ※ Japanese Reading Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN114 ※ Japanese Listening I 1 ～ 4 1

選択 JPN115 ※ Japanese Listening Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN116 ※ Japanese Listening Ⅲ 1 ～ 4 1

※が付いている科目はすべて、交換留学生のための初修日本語・日本文化科目です。
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生
命
科
学
科

卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目  

（
24
単
位
以
上
）

国際人の

形成
語　学

選択 JPN117 ※ Japanese Writing I 1 ～ 4 1

選択 JPN118 ※ Japanese Writing Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN119 ※ Japanese Writing Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN120 ※ Project Work I 1 ～ 4 1

選択 JPN121 ※ Project Work Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN122 ※ Project Work Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN123 ※ Japanese Culture and Society A 1 ～ 4 2

選択 JPN124 ※ Japanese Culture and Society B 1 ～ 4 2

選択 JPN125 ※ Introduction to Japanology A 1 ～ 4 2

選択 JPN126 ※ Introduction to Japanology B 1 ～ 4 2

キャリア・市民形成

選択 PUL101 日本国憲法 1 ～ 4 2

選択 ARS101 産官学連携概論 1 ～ 4 2

選択 HUI101 情報処理基礎 1 ～ 4 2

選択 HUI102 情報処理演習 1 ～ 4 2

選択 CIV101 キャリアデザインⅠ 1 2

選択 CIV201 キャリアデザインⅡ 2 2

健康・スポーツ科学

選択 HSS101 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 HSS102 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 HSS103 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 HSS104 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1 ～ 4 1

選択 HSS105 スポーツと健康Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 HSS106 スポーツと健康Ⅱ 1 ～ 4 2

総合・学際

選択 ITS101 全学総合 A 1 ～ 4 2

選択 ITS102 全学総合 B 1 ～ 4 2

選択 ITS103 全学総合 C 1 ～ 4 2

選択 ITS104 全学総合 D 1 ～ 4 2

選択 ITS105 全学総合 E 1 ～ 4 2

選択 ITS106 全学総合 F 1 ～ 4 2

選択 ITS107 全学総合 G 1 ～ 4 2

選択 ITS108 全学総合 H 1 ～ 4 2

選択 ITS109 全学総合 I 1 ～ 4 2

選択 ITS110 全学総合 J 1 ～ 4 2

選択 ITS111 全学総合 K 1 ～ 4 2

選択 ITS112 全学総合 L 1 ～ 4 2

選択 ITS113 全学総合 M 1 ～ 4 2

　
専
門
教
育
科
目
（
90
単
位
以
上
）

必修科目（50 単位）

BSC102 基礎化学 1 2

PMB101 生物学Ⅰ 1 2

SEM101 生命科学ゼミナールⅠ 1 2

BIC101 生命実験化学 1 2

BSC103 化学実験 1 3

MOB101 基礎分子生物学 1 2

FUB101 生化学Ⅰ 1 2

PMB102 生物学Ⅱ 1 2

ORC101 基礎有機化学 1 2

※が付いている科目はすべて、交換留学生のための初修日本語・日本文化科目です。
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生
命
科
学
科

卒業
要件

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

　
　
専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目 

（
90
単
位
以
上
）

必修科目（50 単位）

FUB201 生化学Ⅱ 2 2

BAB201 生物学実験 2 3

MOB201 分子遺伝学 2 2

BLS201 生命科学実験Ⅰ 2 3

SEE301 生命科学特別講義 3 2

MOB301 生命科学実験Ⅱ 3 3

SEM301 生命科学輪講Ⅰ 3 2

THE401 生命科学輪講Ⅱ 4 2

THE402 卒業研究Ⅰ 4 4

THE403 生命科学輪講Ⅲ 4 2

THE404 卒業研究Ⅱ 4 4

THE405 卒業論文 4 2

選択必修

基礎科学

（8 単位以上）

PHY102 物理Ⅰ 1 2

INC101 無機化学 1 2

PHY103 物理Ⅱ 1 2

BLS101 生物統計学 1 2

ORC201 有機化学 2 2

ESR201 地球環境学 2 2

BPC201 物理化学 2 2

ORC202 生物有機化学 2 2

ANC201 分析化学 2 2

EER201 危険物管理概論 2 2

AMC301 遺伝子工学 3 2

SEE302 ライフサイエンス英語 3 2

GEB301 ゲノムインフォマティクス 3 2

SEM302 生命科学ゼミナールⅡ 3 2

生命科学基盤

（12 単位以上）

BAB102 基礎微生物学 1 2

DEB101 発生・再生生物学 1 2

APA201 動物生理学 2 2

PMB201 植物科学 2 2

APM201 微生物利用学 2 2

CEB201 細胞機能学 2 2

PMB202 植物分子栄養学 2 2

APM202 微生物生理学 2 2

生命科学

（8 単位以上）

BRC301 メディカルバイオテクノロジー 3 2

BSB301 脳科学 3 2

PMB301 植物生化学 3 2

APM301 極限環境微生物学 3 2

NGN301 神経生物学 3 2

DEB301 生殖生物学 3 2

BRC302 糖鎖科学 3 2

PMB302 植物環境生理学 3 2

APM302 真核微生物学 3 2

BIO301 放射線生物学 3 2
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生
命
科
学
科

卒業
要件

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目 

（
90
単
位
以
上
）

選択

ALG101 微分積分学 1 2

ECE101 生態学 1 2

BAM101 人体の構造と機能 1 2

BAA101 解析学 1 2

SEE101 技術倫理 1 2

SEP101 地学 1 2

BIS101 生物資源科学 1 2

PHY104 物理実験 1 3

ALS101 学外実習 1 2

ALG201 線形数学 2 2

BIP201 薬物生体作用学 2 2

FOS201 フードエンジニアリング 2 2

SOC201 公害防止総論 2 2

GLG201 地学概論（実験を含む） 2 2

BEB201 医用工学概論 2 2

CEB202 細胞工学 2 2

FOS202 食品化学 2 2

HPH201 公衆衛生学 2 2

CIV202 実務研修Ⅰ 2 1

CIV203 実務研修Ⅱ 2 2

ANC301 機器分析Ⅰ 3 2

GPH301 病態生理学 3 2

FOS301 食品安全学 3 2

IAS301 血液・免疫学概論 3 2

EER301 水圏環境科学 3 2

SEM303 研究室演習 3 3

ANC302 機器分析Ⅱ 3 2

BAM301 病態組織学 3 2

GPH302 医生理学 3 2

FUL301 知的財産法 3 2

FOS302 HACCP 論 3 2
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生
命
科
学
科

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

他学部他学科科目

PNS201 植物代謝化学 2 2

APM203 環境微生物学 2 2

STP201 古生物学 2 2

SGB301 動物バイオテクノロジー 3 2

BRC303 酵素工学 3 2

EHP301 生態毒性学 3 2

ASS201 食品流通学 2 2

HLS201 食品物性論 2 2

THI201 食品品質管理学 2 2

HLS202 美味しさの科学 2 2

HLS203 味とニオイの科学 2 2

CPH301 食品添加物概論 3 2

HLS301 スパイスの科学 3 2

ECO301 マーケティング入門 3 2

HLS302 ソムリエ講座 3 2

教職科目

ESS301 理科指導法Ⅰ A 3 2

ESS302 理科指導法Ⅰ B 3 2

ESS303 理科指導法Ⅱ A 3 2

ESS304 理科指導法Ⅱ B 3 2

EDU101 教育学概論 1 2

EDU102 教職概論 1 2

EDU103 教育の制度と経営 1 2

EDP201 教育心理学 2 2

EDU104 特別支援教育基礎論 1 2

EDU105 教育課程論 1 2

EDU201 道徳教育論 2 2

EDU301 総合的な学習の時間の指導法 3 2

EDU202 特別活動の理論と方法 2 2

EDU203 教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む） 2 2

EDU204 生徒指導論（進路指導論を含む） 2 2

EDP202 教育相談 2 2

ESS401 教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む） 4 5

ESS402 教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む） 4 3

EDU401 教職実践演習（中・高） 4 2
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生
命
科
学
科

1 2 3 4
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目
　

（24）

哲学・思想（4）
井上円了と東洋大学 2 生命倫理 2 哲学入門 2 生命哲学 2

生命論 2

学問の

基礎（4）

人文科学 心理学　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 文化人類学入門 2 人文地理学入門 2

社会科学
経済学入門 2 スポーツ社会学 2 ソーシャルサーベイ概論 2 政治学入門 2

法学入門 2 社会学入門 2

自然科学
現代化学 2 科学技術論 2 現代物理 2 生命科学史 2

現代生物学 2 数学の世界 2 食と健康 2

国際人の

形成

世界の伝統
と文化

欧米の文学と文化 2 異文化と社会事情 2 日本の食文化 2

グローバル 

社会の実際

文化間コミュニケーション 2 短期海外フィールドワーク 1 英語ビジネス実務 2 海外文化研修 2

留学のすすめ 2 異文化理解概論 2

海外研修 I 2 海外研修Ⅱ 2 海外実習 I 2 海外実習Ⅱ 2

短期海外研修 I 1 短期海外研修Ⅱ 1 短期海外研修Ⅲ 1 短期海外研修Ⅳ 1

短期海外実習 I 1 短期海外実習Ⅱ 1 短期海外実習Ⅲ 1 短期海外実習Ⅳ 1

語
　
　
　
学

必

修

（6）

（外国語科目）  

Integral English Ⅰ 1 English Speech & Presentation 1

Integral English Ⅱ 1 English Reading & Writing 1

English Communication Ⅰ 1

English Communication Ⅱ 1

選
　
　
　
択

Applied English I 1 Applied English Ⅱ 1 TOEIC Foundation 1 * 1

中国語 I 1 中国語Ⅱ 1 ハングル I 1 ハングルⅡ 1

フランス語 I 1 フランス語Ⅱ 1 スペイン語 I 1 スペイン語Ⅱ 1

テクニカルライティング 2 アカデミックライティング 2 Business English Communication 2

（留学支援科目（LEAP））  

IELTS for Study Abroad I Listening/Speaking 2 IELTS for Study Abroad I Reading/Writing 2

IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 2＊2 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 2＊2

Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 2＊2 Pre-Study Abroad: Writing 1＊1

（留学生対象科目）

日本語 I 1 日本語Ⅱ 1

日本語と日本社会 1 日本語と日本文化 1

（交換留学生のための初修日本語・日本文化科目）

Japanese for Beginners: Theory 2＊2 Japanese for Beginners: Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅰ  Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅰ Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅱ Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅱ Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅲ Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅲ Practice 2＊2

Japanese Reading I 1＊1 Japanese Reading Ⅱ 1＊1 Japanese Reading Ⅲ 1＊1

Japanese Listening I 1＊1 Japanese Listening Ⅱ 1＊1 Japanese Listening Ⅲ 1＊1

Japanese Writing I 1＊1 Japanese Writing Ⅱ 1＊1 Japanese Writing Ⅲ 1＊1

Project Work I 1＊1 Project Work Ⅱ 1＊1 Project Work Ⅲ 1＊1

Japanese Culture and Society A 2 Japanese Culture and Society B 2 Introduction to Japanology A 2 Introduction to Japanology B 2

キャリア・

市民形成

日本国憲法 2 産官学連携概論 2

情報処理基礎　 2 情報処理演習 2

キャリアデザイン I 2 キャリアデザインⅡ 2

健康・スポーツ科学
スポーツ健康科学実技 I 1 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1

スポーツと健康 I 2 スポーツと健康Ⅱ 2

総合・学際

《特設テーマ : 東洋大学フィロソフィ～自校について学ぶ～》

全学総合 A 2 全学総合 B 　2 全学総合 C 2

《特設テーマ : 数理・データサイエンス・AI》

全学総合 D 2 全学総合 E 2

全学総合 F 2 全学総合 G 2 全学総合 H 2 全学総合Ｉ 2

全学総合 J 2 全学総合 K 2 全学総合 L 2 全学総合 M 2

2021年度以降入学生用

生命科学部生命科学科　教育課程表

※　＊印は春学期・秋学期ともに開講している科目です。
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生
命
科
学
科

1 2 3 4
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　

（90）
　
　

必　　修

（50）

基礎化学 2 生化学Ⅱ 2 生命科学特別講義 2 生命科学輪講Ⅱ 2＊2

生物学 I 2 生物学実験 3 生命科学実験Ⅱ 3 卒業研究Ⅰ 4＊4

生命科学ゼミナールⅠ 2 分子遺伝学 2 生命科学輪講Ⅰ 2 生命科学輪講Ⅲ 2＊2

生命実験化学 2 生命科学実験Ⅰ 3 卒業研究Ⅱ 4＊4

化学実験 3 卒業論文 2＊2

基礎分子生物学 2

生化学Ⅰ 2

生物学Ⅱ 2

基礎有機化学 2

選
　
　
　
択
　
　
　
必
　
　
　
修

基礎科学

（8）

物理Ⅰ 2 有機化学 2 遺伝子工学 2

無機化学 2 地球環境学 2 ライフサイエンス英語 2

物理Ⅱ 2 物理化学 2 ゲノムインフォマティクス 2

生物統計学 2 生物有機化学 2 生命科学ゼミナールⅡ 2

分析化学 2

危険物管理概論 2

生命科学

基盤

（12）

基礎微生物学 2 動物生理学 2

発生・再生生物学 2 植物科学 2

微生物利用学 2

細胞機能学 2

植物分子栄養学 2

微生物生理学 2

生命科学

（8）

メディカルバイオテクノロジー 2

脳科学 2

植物生化学 2

極限環境微生物学 2

神経生物学 2

生殖生物学 2

糖鎖科学 2

植物環境生理学 2

真核微生物学 2

放射線生物学 2

選　　択

微分積分学 2 線形数学 2 機器分析Ⅰ 2

生態学 2 薬物生体作用学 2 病態生理学 2

人体の構造と機能 2 フードエンジニアリング 2 食品安全学 2

解析学 2 公害防止総論 2 血液・免疫学概論 2

技術倫理 2 地学概論（実験を含む） 2 水圏環境科学 2

地学 2 医用工学概論 2 研究室演習 3

生物資源科学 2 細胞工学 2 機器分析Ⅱ 2

物理実験 3 食品化学 2 病態組織学 2

学外実習 2＊2 公衆衛生学 2 医生理学 2

実務研修Ⅰ 1 知的財産法 2

実務研修Ⅱ 2 HACCP 論 2

※　＊印は春学期・秋学期ともに開講している科目です。

※　開講学期は変更となる場合があります。

※　斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。

　　詳細は P88 ページを参照してください。	 	 	 	 	 	 	
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生
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科
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科

1 2 3 4

授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　応用生物科学科　専門教育科目

植物代謝化学

環境微生物学

古生物学

動物バイオテクノロジー

酵素工学

生態毒性学

食環境科学部　食環境科学科　専門教育科目

食品流通学

食品物性論

食品品質管理学

美味しさの科学

味とニオイの科学

食品添加物概論

スパイスの科学

マーケティング入門

ソムリエ講座

生命科学科の開放領域 
（他学部他学科）

　2021年度以降入学生

……生命科学部応用生物科学科・食環境科学部食環境科学科の専門教育科目（実

　　験・演習・卒業論文を除く）で生命科学科の学生が履修可能な科目
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応用生物科学科の教育研究上の目的

１．人材の養成に関する目的

　応用生物科学科は、学部の教育理念である「生命の総合的理解の上に立って、地球

社会の発展に貢献する創造的思考能力と倫理観を併せ持った人材を育成する」に沿っ

て、生物が持っている優れた機能を活用して、環境、健康、資源、食糧などの社会の

諸問題を解決し、人類の持続的発展を目指す国際的な人材の育成を目的としていま

す。また、地域産業にも目を向け、地域社会の活性化にも貢献するベンチャー的行動

力を持った人材教育を目指しています。

２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

１）社会人としての一般教養、社会的マナーを身につける。

２）生命科学とその応用に関する幅広い専門知識を修得する。

３）専門知識を社会に還元するための実践的能力、技術を修得する。

４）産業界の活性化に貢献できる知識と行動力を身につける。

５）国際的に活躍できるように、コミュニケーション能力や語学力を培う。

６）物事を多面的かつ論理的に考察し、その内容を的確に情報発信できる能力を身

につける。

３．その他の教育研究上の目的

　何事にも好奇心を持ち、チャレンジ精神旺盛で、かつ客観的な視野と判断力をもと

にした問題解決に積極的な行動力を持つ人材育成を目指すとともに、人にも生き物に

も優しい心の涵養を図っています。

− 45−

応
用
生
物
科
学
科



１．卒業の認定及び学位授与に関する方針

　応用生物科学科の学位授与の要件は次のとおりです。

１）幅広い教養をもち、生命科学とその応用に関する深い専門知識を有する。

２）生命科学の知識や技術を活かし、環境、健康、資源、食糧などの人類社会の諸問題を解決するための課題探求

能力および問題解決能力を有する。

３）物事を多面的かつ論理的に考察し、その内容を的確に情報発信し、国内外の他者とのコミュニケーションを通

じて、より良い社会の構築に貢献する能力を有する。

４）人類社会の諸問題に関心をもち、これら問題の解決のため生命科学の知識や技術を活かす意欲がある。

５）東洋大学の建学の精神である「諸学の基礎は哲学にあり」、「独立自活」、「知徳兼全」に基づいて考えて行

動できる。

２．教育課程の編成及び実施に関する方針

　応用生物科学科では、「生物が持っている優れた機能を活用」する能力を身に付け、環境、健康、資源、食糧など

の社会問題の解決に貢献できる人材を育成するために、以下のような教育を実施します。

１）本学の建学の精神「独立自活」、「知徳兼全」を涵養する基盤教育科目を配置し、グローバル人材を育成する

ための哲学教育、語学教育、キャリア教育を行う。

２）生命科学に関する基礎知識を学修する科目群を１,２年次の必修科目に配置するほか、自身の方向性・将来性を

模索するための手がかりとして「応用生物科学序論」を開講する。

３）１年次後半以降、系統的に専門性を養うための「応用動物コース」、「植物資源利用コース」、「微生物利用

コース」、「生命環境コース」の４つのコースを配置する。

４）化学実験、バイオテクノロジー実験、生物学実験、生化学実験、分子生物学実験などの実験科目、および、学

外実習、微生物学体験実習、野外フィールド実習などの実習科目により、生命科学とバイオテクノロジーに関

する基礎的な知識や技術を修得する。

５）条件を満たした学生は、３年次後半に「研究室演習」を履修でき、早期に卒業研究に取り組むことが可能とな

る。

６）３年次後半以降、原著論文を読むためのスキルを修得し、物事を多面的かつ論理的に考察する能力、および、

その内容を的確に情報発信できるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を養うための「応用生物

科学輪講Ｉ～Ⅲ」を配置する。

７）４年次では、１年次から３年次までの学修内容を基にして、卒業研究を実施、卒業論文の執筆を行うことで、

発想力、論理的思考力、問題解決力、表現力など総合的能力の向上をはかり、生物の機能を活用できる専門性

を養う。

３．入学者の受入れに関する方針

＜学科が求める人物像＞

　応用生物科学科では、学士課程教育を行うにあたり、次のような能力を備えていると判断される者を受け入れるこ

ととします。

１）高等学校で履修する理科（化学・生物）、外国語、数学などについて、高等学校卒業相当の知識を有してい

る。

２）自分が学習した内容を的確に表現し、伝えることができる。

３）環境、健康、資源、食糧などの諸問題に関心を持ち、これら問題の解決のため社会に貢献する意欲がある。

４）対話などにより他者との相互理解に努め、自ら学び行動する態度を有する。

＜入学までに習得すべき学習等への取り組み＞

　応用生物科学科に入学する者として、次のように学習等に取り組んでもらうことを求めます。

１）高等学校で履修する科目、特に理科（化学・生物）、外国語（英語）、数学について、教科書レベルの知識を

十分に修得しておくこと。

２）目的意識を持って課題等に取り組み、自らの考えを的確に表現できるようになること。

３）環境、健康、資源、食糧などの諸問題について知識を深めること。

応用生物科学科３つの教育方針
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１．卒業の認定及び学位授与に関する方針

　応用生物科学科の学位授与の要件は次のとおりです。

１）幅広い教養をもち、生命科学とその応用に関する深い専門知識を有する。

２）生命科学の知識や技術を活かし、環境、健康、資源、食糧などの人類社会の諸問題を解決するための課題探求

能力および問題解決能力を有する。

３）物事を多面的かつ論理的に考察し、その内容を的確に情報発信し、国内外の他者とのコミュニケーションを通

じて、より良い社会の構築に貢献する能力を有する。

４）人類社会の諸問題に関心をもち、これら問題の解決のため生命科学の知識や技術を活かす意欲がある。

５）東洋大学の建学の精神である「諸学の基礎は哲学にあり」、「独立自活」、「知徳兼全」に基づいて考えて行

動できる。

２．教育課程の編成及び実施に関する方針

　応用生物科学科では、「生物が持っている優れた機能を活用」する能力を身に付け、環境、健康、資源、食糧など

の社会問題の解決に貢献できる人材を育成するために、以下のような教育を実施します。

１）本学の建学の精神「独立自活」、「知徳兼全」を涵養する基盤教育科目を配置し、グローバル人材を育成する

ための哲学教育、語学教育、キャリア教育を行う。

２）生命科学に関する基礎知識を学修する科目群を１,２年次の必修科目に配置するほか、自身の方向性・将来性を

模索するための手がかりとして「応用生物科学序論」を開講する。

３）１年次後半以降、系統的に専門性を養うための「応用動物コース」、「植物資源利用コース」、「微生物利用

コース」、「生命環境コース」の４つのコースを配置する。

４）化学実験、バイオテクノロジー実験、生物学実験、生化学実験、分子生物学実験などの実験科目、および、学

外実習、微生物学体験実習、野外フィールド実習などの実習科目により、生命科学とバイオテクノロジーに関

する基礎的な知識や技術を修得する。

５）条件を満たした学生は、３年次後半に「研究室演習」を履修でき、早期に卒業研究に取り組むことが可能とな

る。

６）３年次後半以降、原著論文を読むためのスキルを修得し、物事を多面的かつ論理的に考察する能力、および、

その内容を的確に情報発信できるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を養うための「応用生物

科学輪講Ｉ～Ⅲ」を配置する。

７）４年次では、１年次から３年次までの学修内容を基にして、卒業研究を実施、卒業論文の執筆を行うことで、

発想力、論理的思考力、問題解決力、表現力など総合的能力の向上をはかり、生物の機能を活用できる専門性

を養う。

３．入学者の受入れに関する方針

＜学科が求める人物像＞

　応用生物科学科では、学士課程教育を行うにあたり、次のような能力を備えていると判断される者を受け入れるこ

ととします。

１）高等学校で履修する理科（化学・生物）、外国語、数学などについて、高等学校卒業相当の知識を有してい

る。

２）自分が学習した内容を的確に表現し、伝えることができる。

３）環境、健康、資源、食糧などの諸問題に関心を持ち、これら問題の解決のため社会に貢献する意欲がある。

４）対話などにより他者との相互理解に努め、自ら学び行動する態度を有する。

＜入学までに習得すべき学習等への取り組み＞

　応用生物科学科に入学する者として、次のように学習等に取り組んでもらうことを求めます。

１）高等学校で履修する科目、特に理科（化学・生物）、外国語（英語）、数学について、教科書レベルの知識を

十分に修得しておくこと。

２）目的意識を持って課題等に取り組み、自らの考えを的確に表現できるようになること。

３）環境、健康、資源、食糧などの諸問題について知識を深めること。

応用生物科学科３つの教育方針

　世界人口の爆発的な増加や，特に先進国で見られる超高齢化社会への移行などに

伴い，健康・医療問題がこれまで以上に大きな注目を集めています。「応用動物

コース」では，動物個体や動物細胞の生理や構造などに関する基礎知識を修得し，

さらにそれらを応用するバイオテクノロジー技術を修得することによって，創薬，

再生医療，予防・健康医療など多くのライフイノベーション分野に対応できる思考

力，応用力と高い倫理観を醸成します。

　応用生物科学科では，必修，選択必修，選択という３つのカテゴリーに分類され

た専門教育科目を一定単位数修得します。必修科目では，専門教育科目を学修する

上で必要な基礎科目，基礎生物学，基礎化学，生化学，分子生物学などを学び，研

究室に配属された後は卒業研究に着手します。選択必修科目では，３年次春学期ま

で各セメスタに学生実習を配置し，生命科学に関する基礎的な実験実習を行います。

また，学生が興味を持ったバイオテクノロジー分野について専門的かつ系統的に修

得することができるように，専門共通科目に加えて，動物を対象とする「応用動物

コース」，植物を対象とする「植物資源利用コース」，微生物を対象とする「微生物

利用コース」，地球環境の維持・修復を対象とする「生命環境コース」の４つの

コースを設けています。選択科目では，必修科目，選択必修科目の内容を補完する

科目を配置しています。１年次には，必修科目を中心に生命科学に関する基礎的な

知識を幅広く学びます。１年次秋学期からコースを選択し，将来の目標に向かって

基礎から応用まで段階的に学修します。コースは３年次から変更することも可能で，

履修状況に応じたフレキシブルな学修体制を取っています。
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環境健康科学（２） 生態管理学（２）
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環境健康科学（２） 生態管理学（２）

− 49−

応
用
生
物
科
学
科



　下記のとおり年次別に履修できる単位数が制限されています。

年　　間

卒業に必要な単位として

認められる科目 卒業に必要な単位として

認められない科目
春学期 秋学期

48 24 24

制限なし
48 24 24

48 24 24

48 24 24

　＜卒業に必要な単位として認められる科目＞

　　　　基盤教育科目，専門教育科目，開放領域（他学部他学科）

　＜卒業に必要な単位として認められない科目＞

　　　　教職課程の各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目

　　　（理科指導法ⅠA，教職概論，教育心理学等（P78, 79参照））

　　　　自由科目（P52参照）

　　　※既に単位を修得した科目は履修できません。

１年次

２年次

３年次

４年次

４　年次別履修単位数制限
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生 命 科 学 部 　 応 用 生 物 科 学 科

授 業 科 目 区 分 卒業要件単位数

基

盤

教

育

科

目

哲学・思想

24単位以上

４単位以上

学問の基礎

人文科学

４単位以上社会科学

自然科学

国際人の形成

世界の伝統と文化

グローバル社会の実際

語学 必修科目 6 単位

キャリア・市民形成

健康・スポーツ科学

総合・学際

専
門
教
育
科
目

必修

90 単位以上

51 単位

コース選択必修 8 単位以上

選択

合　　　　　　　計 124単位以上



　下記のとおり年次別に履修できる単位数が制限されています。

年　　間

卒業に必要な単位として

認められる科目 卒業に必要な単位として

認められない科目
春学期 秋学期

48 24 24

制限なし
48 24 24

48 24 24

48 24 24

　＜卒業に必要な単位として認められる科目＞

　　　　基盤教育科目，専門教育科目，開放領域（他学部他学科）

　＜卒業に必要な単位として認められない科目＞

　　　　教職課程の各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目

　　　（理科指導法ⅠA，教職概論，教育心理学等（P78, 79参照））

　　　　自由科目（P52参照）

　　　※既に単位を修得した科目は履修できません。

１年次

２年次

３年次

４年次

４　年次別履修単位数制限

　卒業研究・卒業論文に着手するのは４年次のはじめ（第７セメスタ）からです。

着手するためには３年次（第６セメスタ）の終了時に下記の条件を満たしていなけ

ればなりません。

修得単位は，卒業に必要な科目として認められている科目のものとします。

　以上の条件が一つでも足りなければ，卒業研究・卒業論文に着手することができ

ず，卒業時期が延期となります。

５　卒業論文着手条件
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生 命 科 学 部 　 応 用 生 物 科 学 科

授 業 科 目 区 分 卒業論文着手条件単位数

基

盤

教

育

科

目

哲学・思想

24単位以上

４単位以上

学問の基礎

人文科学

４単位以上社会科学

自然科学

国際人の形成

世界の伝統と文化

グローバル社会の実際

語学 必修科目 6 単位

キャリア・市民形成

健康・スポーツ科学

総合・学際

専
門
教
育
科
目

必修

74 単位以上

37 単位

コース選択必修 8 単位以上

選択

合　　　　　　　計 110単位以上



自自    由由    科科    目目

【【専門教育科目】】

専門教育科目

　基盤教育科目では，合計24単位以上を修得しなければなりません。

　哲学・思想，学問の基礎では，それぞれ４単位以上を修得しなければなりません。

　語学では，必修６単位を修得しなければなりません。

　専門教育科目では，４年間で必修51単位，選択必修8単位を含め，合計90単位

以上を修得しなければなりません。

　必修では，１年次７科目16単位，２年次６科目14単位，３年次３科目7単位，４

年次５科目14単位の計51単位を修得しなければなりません。

　選択必修には，４つのコース必修（応用動物，植物資源利用，微生物利用，生

命環境）があります。応用動物，植物資源利用，微生物利用，生命環境の４つの

コースの中から１コースを選択して８単位を修得しなければなりません。コース

選択の希望調査は１年次第１セメスタ開講の応用生物科学序論で行い，１年次秋

学期からコース分けされます。

　なお、コース変更については，３年次第５セメスタ初めに１回のみ認めます。

変更を希望する場合は，３年次第５セメスタ時の履修登録期間に変更手続きを行

ってください。

　※自分の選択したコースで卒業要件の基準を上回って修得した単位は，選択科

目の卒業単位として換算します。

　　なお，選択しなかったコースの単位も，選択の卒業単位として換算されます。

　制限単位数内ならば，生命科学部生命科学科，食環境科学部食環境科学科で開

講している一部の科目を履修することができます（P62参照）。修得した単位は卒業

単位「開放領域（他学部他学科）」に含みます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

　所属学科の教育課程表にない科目は、「自由科目」として履修することができま

す。修得した単位は卒業単位に含みません。申請用紙（板倉事務課窓口で配布）に

記入の上、授業担当教員から許可印または署名を受け、板倉事務課窓口へ提出し

てください。

　自由科目は履修単位数制限（24単位）に含まれません。

　配当学年（セメスタ）は開講している学部・学科の配当学年（セメスタ）に従って

ください。

　各要件を上回って修得した単位は，卒業要件の単位として換算されます。

　※124（卒業単位）  －114（要件単位）  ＝残り 10 単位は基盤教育科目・専門教育

科目・開放領域（他学部他学科）のどの領域から修得しても換算されます。
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自自    由由    科科    目目

【【専門教育科目】】

専門教育科目

　基盤教育科目では，合計24単位以上を修得しなければなりません。

　哲学・思想，学問の基礎では，それぞれ４単位以上を修得しなければなりません。

　語学では，必修６単位を修得しなければなりません。

　専門教育科目では，４年間で必修51単位，選択必修8単位を含め，合計90単位

以上を修得しなければなりません。

　必修では，１年次７科目16単位，２年次６科目14単位，３年次３科目7単位，４

年次５科目14単位の計51単位を修得しなければなりません。

　選択必修には，４つのコース必修（応用動物，植物資源利用，微生物利用，生

命環境）があります。応用動物，植物資源利用，微生物利用，生命環境の４つの

コースの中から１コースを選択して８単位を修得しなければなりません。コース

選択の希望調査は１年次第１セメスタ開講の応用生物科学序論で行い，１年次秋

学期からコース分けされます。

　なお、コース変更については，３年次第５セメスタ初めに１回のみ認めます。

変更を希望する場合は，３年次第５セメスタ時の履修登録期間に変更手続きを行

ってください。

　※自分の選択したコースで卒業要件の基準を上回って修得した単位は，選択科

目の卒業単位として換算します。

　　なお，選択しなかったコースの単位も，選択の卒業単位として換算されます。

　制限単位数内ならば，生命科学部生命科学科，食環境科学部食環境科学科で開

講している一部の科目を履修することができます（P62参照）。修得した単位は卒業

単位「開放領域（他学部他学科）」に含みます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

　所属学科の教育課程表にない科目は、「自由科目」として履修することができま

す。修得した単位は卒業単位に含みません。申請用紙（板倉事務課窓口で配布）に

記入の上、授業担当教員から許可印または署名を受け、板倉事務課窓口へ提出し

てください。

　自由科目は履修単位数制限（24単位）に含まれません。

　配当学年（セメスタ）は開講している学部・学科の配当学年（セメスタ）に従って

ください。

　各要件を上回って修得した単位は，卒業要件の単位として換算されます。

　※124（卒業単位）  －114（要件単位）  ＝残り 10 単位は基盤教育科目・専門教育

科目・開放領域（他学部他学科）のどの領域から修得しても換算されます。
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2021年度以降入学生用

生命科学部応用生物科学科　教育課程表（科目一覧表）

※科目区分における（　）内の数字は，その区分の最低必要単位数です。

卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目
（
24
単
位
以
上
）

哲学・思想 

（4 単位以上）

選択必修 TYS101 井上円了と東洋大学 1 ～ 4 2

選択必修 PHT101 生命倫理 1 ～ 4 2

選択必修 PHT102 哲学入門 1 ～ 4 2

選択必修 PHT103 生命哲学 1 ～ 4 2

選択必修 PHT104 生命論 1 ～ 4 2

学問の基礎

（４単位以上）

人文科学

選択必修 PSY101 心理学 1 ～ 4 2

選択必修 CUA101 文化人類学入門 1 ～ 4 2

選択必修 HUG101 人文地理学入門 1 ～ 4 2

社会科学

選択必修 ECO101 経済学入門 1 ～ 4 2

選択必修 PSY102 スポーツ社会学 1 ～ 4 2

選択必修 SOC101 ソーシャルサーベイ概論 1 ～ 4 2

選択必修 POL101 政治学入門 1 ～ 4 2

選択必修 FUL101 法学入門 1 ～ 4 2

選択必修 SOC102 社会学入門 1 ～ 4 2

自然科学

選択必修 BSC101 現代化学 1 ～ 4 2

選択必修 SHS101 科学技術論 1 ～ 4 2

選択必修 PHY101 現代物理 1 ～ 4 2

選択必修 EVB101 生命科学史 1 ～ 4 2

選択必修 BAB101 現代生物学 1 ～ 4 2

選択必修 MAT101 数学の世界 1 ～ 4 2

選択必修 EAH101 食と健康 1 ～ 4 2

国際人の

形成

世界の伝統

と文化

選択 LIE101 欧米の文学と文化 1 ～ 4 2

選択 IHR101 異文化と社会事情 1 ～ 4 2

選択 EAH102 日本の食文化 1 ～ 4 2

グローバ

ル社会の

実際

選択 IHR102 文化間コミュニケーション 1 ～ 4 2

選択 IHR103 短期海外フィールドワーク 1 ～ 4 1

選択 IHR104 英語ビジネス実務 1 ～ 4 2

選択 IHR105 海外文化研修 1 ～ 4 2

選択 IHR106 留学のすすめ 1 ～ 4 2

選択 IHR107 異文化理解概論 1 ～ 4 2

選択 IHR108 海外研修Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 IHR109 海外研修Ⅱ 1 ～ 4 2

選択 IHR110 海外実習Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 IHR111 海外実習Ⅱ 1 ～ 4 2

選択 IHR112 短期海外研修Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 IHR113 短期海外研修Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 IHR114 短期海外研修Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 IHR115 短期海外研修Ⅳ 1 ～ 4 1

選択 IHR116 短期海外実習Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 IHR117 短期海外実習Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 IHR118 短期海外実習Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 IHR119 短期海外実習Ⅳ 1 ～ 4 1
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卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目
（
24
単
位
以
上
）

国際人の

形成
語　学

必修 ENG101 Integral English Ⅰ 1 1

必修 ENG102 Integral English Ⅱ 1 1

必修 ENG103 English Communication Ⅰ 1 1

必修 ENG104 English Communication Ⅱ 1 1

必修 ENG201 English Speech & Presentation 2 1

必修 ENG202 English Reading & Writing 2 1

選択 ENG105 Applied English Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 ENG106 Applied English Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 ENG107 TOEIC Foundation 1 ～ 4 1

選択 CHI101 中国語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 CHI102 中国語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 KOR101 ハングルⅠ 1 ～ 4 1

選択 KOR102 ハングルⅡ 1 ～ 4 1

選択 FRA101 フランス語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 FRA102 フランス語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 SPA101 スペイン語Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 SPA102 スペイン語Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 ECD101 テクニカルライティング 1 ～ 4 2

選択 ECD102 アカデミックライティング 1 ～ 4 2

選択 ENG108 Business English Communication 1 ～ 4 2

選択 ENG109 IELTS for Study Abroad Ⅰ Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG110 IELTS for Study Abroad Ⅰ Reading/Writing 1 ～ 4 2

選択 ENG111 IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG112 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 1 ～ 4 2

選択 ENG113 Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 1 ～ 4 2

選択 ENG114 Pre-Study Abroad: Writing 1 ～ 4 1

選択 JPN101 日本語Ⅰ １ 1

選択 JPN201 日本語Ⅱ ２ 1

選択 JPN102 日本語と日本社会 １ 1

選択 JPN202 日本語と日本文化 ２ 1

選択 JPN103 ※ Japanese for Beginners: Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN104 ※ Japanese for Beginners: Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN105 ※ Integrated Japanese Ⅰ Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN106 ※ Integrated Japanese Ⅰ Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN107 ※ Integrated Japanese Ⅱ Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN108 ※ Integrated Japanese Ⅱ Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN109 ※ Integrated Japanese Ⅲ Theory 1 ～ 4 2

選択 JPN110 ※ Integrated Japanese Ⅲ Practice 1 ～ 4 2

選択 JPN111 ※ Japanese Reading Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 JPN112 ※ Japanese Reading Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN113 ※ Japanese Reading Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN114 ※ Japanese Listening Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 JPN115 ※ Japanese Listening Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN116 ※ Japanese Listening Ⅲ 1 ～ 4 1

※が付いている科目はすべて、交換留学生のための初修日本語・日本文化科目です。
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応
用
生
物
科
学
科

卒業
要件

科目群名 必修 / 選択
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目
（
24
単
位
以
上
）

国際人の

形成
語　学

選択 JPN117 ※ Japanese Writing Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 JPN118 ※ Japanese Writing Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN119 ※ Japanese Writing Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN120 ※ Project Work Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 JPN121 ※ Project Work Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 JPN122 ※ Project Work Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 JPN123 ※ Japanese Culture and Society A 1 ～ 4 2

選択 JPN124 ※ Japanese Culture and Society B 1 ～ 4 2

選択 JPN125 ※ Introduction to Japanology A 1 ～ 4 2

選択 JPN126 ※ Introduction to Japanology B 1 ～ 4 2

キャリア・市民形成

選択 PUL101 日本国憲法 1 ～ 4 2

選択 ARS101 産官学連携概論 1 ～ 4 2

選択 HUI101 情報処理基礎 1 ～ 4 2

選択 HUI102 情報処理演習 1 ～ 4 2

選択 CIV101 キャリアデザインⅠ 1 2

選択 CIV201 キャリアデザインⅡ 2 2

健康・スポーツ科学

選択 HSS101 スポーツ健康科学実技Ⅰ 1 ～ 4 1

選択 HSS102 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1 ～ 4 1

選択 HSS103 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1 ～ 4 1

選択 HSS104 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1 ～ 4 1

選択 HSS105 スポーツと健康Ⅰ 1 ～ 4 2

選択 HSS106 スポーツと健康Ⅱ 1 ～ 4 2

総合・学際

選択 ITS101 全学総合 A 1 ～ 4 2

選択 ITS102 全学総合 B 1 ～ 4 2

選択 ITS103 全学総合 C 1 ～ 4 2

選択 ITS104 全学総合 D 1 ～ 4 2

選択 ITS105 全学総合 E 1 ～ 4 2

選択 ITS106 全学総合 F 1 ～ 4 2

選択 ITS107 全学総合 G 1 ～ 4 2

選択 ITS108 全学総合 H 1 ～ 4 2

選択 ITS109 全学総合 I 1 ～ 4 2

選択 ITS110 全学総合 J 1 ～ 4 2

選択 ITS111 全学総合 K 1 ～ 4 2

選択 ITS112 全学総合 L 1 ～ 4 2

選択 ITS113 全学総合 M 1 ～ 4 2

　
専
門
教
育
科
目
（
90
単
位
以
上
）

必修科目（51 単位）

BAB102 基礎生物学 1 2

BSC102 基礎化学 1 2

BLS101 応用生物科学序論 1 2

BSC103 化学実験 1 3

ANC101 分析化学 1 2

ORC101 有機化学 1 2

BRC101 バイオテクノロジー実験 1 3

STB201 生化学Ⅰ 2 2

MOB201 分子生物学Ⅰ 2 2

※が付いている科目はすべて、交換留学生のための初修日本語・日本文化科目です。
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応
用
生
物
科
学
科

卒業
要件

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
（
90
単
位
以
上
）

必修科目（51 単位）

BAB201 生物学実験 2 3

FUB201 生化学Ⅱ 2 2

MOB202 分子生物学Ⅱ 2 2

FUB202 生化学実験 2 3

BLS301 応用生物科学特別講義 3 2

MOB301 分子生物学実験 3 3

THE301 応用生物科学輪講Ⅰ 3 2

THE401 応用生物科学輪講Ⅱ 4 2

THE402 応用生物科学輪講Ⅲ 4 2

THE403 卒業研究Ⅰ 4 4

THE404 卒業研究Ⅱ 4 4

THE405 卒業論文 4 2

コース選択

必修

（８単位以上）

応用動物

APA101 動物生理学 1 2

CEB201 細胞生物学 2 2

CEB202 細胞工学 2 2

GPH301 病態生理学 3 2

SGB301 動物バイオテクノロジー 3 2

植物資源利用

PMB101 植物生理学 1 2

HOS201 植物機能利用学 2 2

PNS201 植物代謝化学 2 2

GCD301 植物遺伝育種学 3 2

SGB302 植物バイオテクノロジー 3 2

微生物利用

APM101 微生物学 1 2

APM201 微生物利用学 2 2

APM202 環境微生物学 2 2

APM301 極限環境微生物学 3 2

BRC301 酵素工学 3 2

生命環境

PHT105 環境倫理学 1 2

ECE201 生命環境科学 2 2

EIA201 環境健康科学 2 2

EHP301 生態毒性学 3 2

EES301 生態管理学 3 2

選択

ECE101 生態学 1 2

PHY102 物理Ⅰ 1 2

ALG101 微分積分学 1 2

BAM101 人体の構造と機能 1 2

BAB103 基礎生物学演習 1 1

BSC104 基礎化学演習 1 1

PHY103 物理実験 1 3

BLS102 生物統計学 1 2

BIS101 生物資源科学 1 2

INC101 無機化学 1 2

SEE101 技術倫理 1 2

PHY104 物理Ⅱ 1 2
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応
用
生
物
科
学
科

卒業
要件

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
（
90
単
位
以
上
）

選択

BAA101 解析学 1 2

DEB101 発生・再生生物学 1 2

SEP101 地学 1 2

ALS101 学外実習 1 2

APM203 微生物学体験実習 2 1

BIP201 薬物生体作用学 2 2

EER201 環境修復学 2 2

STP201 古生物学 2 2

ALG201 線形数学 2 2

SOC201 公害防止総論 2 2

PMB201 植物科学 2 2

ESR201 地球環境学 2 2

CIV202 実務研修Ⅰ 2 1

CIV203 実務研修Ⅱ 2 2

SEM201 野外フィールド実習 2 1

HPH201 公衆衛生学 2 2

GLG201 地学概論 ( 実験を含む ) 2 2

EER202 危険物管理概論 2 2

PMB202 植物分子栄養学 2 2

BPC201 物理化学 2 2

APM204 微生物生理学 2 2

FOS201 食品化学 2 2

ANC301 機器分析 3 2

AMC301 先端遺伝子工学 3 2

DEV301 バイオエネルギー 3 2

SEE301 ライフサイエンス英語 3 2

EER301 水圏環境科学 3 2

FOS301 食品安全学 3 2

BSB301 脳科学 3 2

DEB301 生殖生物学 3 2

BIO301 放射線生物学 3 2

BRC303 メディカルバイオテクノロジー 3 2

SEM301 研究室演習 3 3

FUL301 知的財産法 3 2

ECE301 アストロバイオロジー 3 2

FOS302 HACCP 論 3 2

NGN301 神経生物学 3 2

BRC302 糖鎖科学 3 2
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応
用
生
物
科
学
科

科目群名
科目

ナンバリング
科目名 配当学年 単位数

他学部他学科科目

BAB104 基礎微生物学 1 2

ORC201 生物有機化学 2 2

AMC302 遺伝子工学 3 2

GEB301 ゲノムインフォマティクス 3 2

GPH302 医生理学 3 2

PMB301 植物生化学 3 2

PMB302 植物環境生理学 3 2

APM302 真核微生物学 3 2

BAM301 病態組織学 3 2

EAH103 フードコーディネート論 1 2

ASS201 食品流通学 2 2

FOS202 フードエンジニアリング 2 2

HLS201 食品物性論 2 2

EAH201 食育論 2 2

HLS202 味とニオイの科学 2 2

CPH301 食品添加物概論 3 2

ECO301 マーケティング入門 3 2

HLS301 スパイスの科学 3 2

FOS303 食品加工貯蔵学 3 2

HLS302 ソムリエ講座 3 2

教職科目

ESS301 理科指導法Ⅰ A 3 2

ESS302 理科指導法Ⅰ B 3 2

ESS303 理科指導法Ⅱ A 3 2

ESS304 理科指導法Ⅱ B 3 2

EDU101 教育学概論 1 2

EDU102 教職概論 1 2

EDU103 教育の制度と経営 1 2

EDP201 教育心理学 2 2

EDU104 特別支援教育基礎論 1 2

EDU105 教育課程論 1 2

EDU201 道徳教育論 2 2

EDU301 総合的な学習の時間の指導法 3 2

EDU202 特別活動の理論と方法 2 2

EDU203 教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む） 2 2

EDU204 生徒指導論（進路指導論を含む） 2 2

EDP202 教育相談 2 2

ESS401 教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む） 4 5

ESS402 教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む） 4 3

EDU401 教職実践演習（中・高） 4 2
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応
用
生
物
科
学
科

2021年度以降入学生用

生命科学部応用生物科学科　教育課程表

1 2 3 4
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目
　

（24）

哲学・思想（4）
井上円了と東洋大学 2 生命倫理 2 哲学入門 2 生命哲学 2

生命論 2

学問の基

礎（4）

人文科学 心理学　　　　　　　　　　　　　　　　　　2 文化人類学入門 2 人文地理学入門 2

社会科学
経済学入門 2 スポーツ社会学 2 ソーシャルサーベイ概論 2 政治学入門 2

法学入門 2 社会学入門 2

自然科学
現代化学 2 科学技術論 2 現代物理 2 生命科学史 2

現代生物学 2 数学の世界 2 食と健康 2

国際人

の形成

世界の伝統
と文化

欧米の文学と文化 2 異文化と社会事情 2 日本の食文化 2

グローバル 

社会の実際

文化間コミュニケーション 2 短期海外フィールドワーク 1 英語ビジネス実務 2 海外文化研修 2

留学のすすめ 2 異文化理解概論 2

海外研修 I 2 海外研修Ⅱ 2 海外実習 I 2 海外実習Ⅱ 2

短期海外研修 I 1 短期海外研修Ⅱ 1 短期海外研修Ⅲ 1 短期海外研修Ⅳ 1

短期海外実習 I 1 短期海外実習Ⅱ 1 短期海外実習Ⅲ 1 短期海外実習Ⅳ 1

語
　
　
　
学

必

修

（6）

（外国語科目）  

Integral English I 1 English Speech & Presentation 1

Integral English Ⅱ 1 English Reading & Writing 1

English Communication I 1

English Communication Ⅱ 1

選
　
　
　
択

Applied English I 1 Applied English Ⅱ 1 TOEIC Foundation 1＊1

中国語 I 1 中国語Ⅱ 1 ハングル I 1 ハングルⅡ 1

フランス語 I 1 フランス語Ⅱ 1 スペイン語 I 1 スペイン語Ⅱ 1

テクニカルライティング 2 Business English Communication 2

アカデミックライティング 2

（留学支援科目（LEAP））  

IELTS for Study Abroad I Listening/Speaking 2 IELTS for Study Abroad I Reading/Writing  2

IELTS for Study Abroad Ⅱ Listening/Speaking 2＊2 IELTS for Study Abroad Ⅱ Reading/Writing 2＊2

Pre-Study Abroad: Listening/Speaking 2＊2 Pre-Study Abroad: Writing 1＊1

（留学生対象科目）  

日本語 I 1 日本語Ⅱ 1

日本語と日本社会 1 日本語と日本文化 1

（交換留学生のための初修日本語・日本文化科目）

Japanese for Beginners: Theory 2＊2 Japanese for Beginners: Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅰ Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅰ Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅱ Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅱ Practice 2＊2

Integrated Japanese Ⅲ Theory 2＊2 Integrated Japanese Ⅲ Practice 2＊2

Japanese Reading Ⅰ 1＊1 Japanese Reading Ⅱ 1＊1 Japanese Reading Ⅲ 1＊1

Japanese Listening Ⅰ 1＊1 Japanese Listening Ⅱ 1＊1 Japanese Listening Ⅲ 1＊1

Japanese Writing Ⅰ 1＊1 Japanese Writing Ⅱ 1＊1 Japanese Writing Ⅲ 1＊1

Project Work Ⅰ 1＊1 Project Work Ⅱ 1＊1 Project Work Ⅲ 1＊1

Japanese Culture and Society A 2 Japanese Culture and Society B 2 Introduction to Japanology A 2 Introduction to Japanology B 2

キャリア・

市民形成

日本国憲法 2 産官学連携概論 2

情報処理基礎　 2 情報処理演習 2

キャリアデザイン I 2 キャリアデザインⅡ 2

健康・スポーツ
科学

スポーツ健康科学実技 I 1 スポーツ健康科学実技Ⅱ 1 スポーツ健康科学実技Ⅲ 1 スポーツ健康科学実技Ⅳ 1

スポーツと健康 I 2 スポーツと健康Ⅱ 2

総合・学際

《特設テーマ : 東洋大学フィロソフィ～自校について学ぶ～》

全学総合 A 2 全学総合 B 2 全学総合 C 2

《特設テーマ : 数理・データサイエンス・AI》

全学総合 D 2 全学総合 E 2

全学総合 F 2 全学総合 G 2 全学総合 H 2 全学総合 Ｉ 2

全学総合 J 2 全学総合 K 2 全学総合 L 2 全学総合 M 2

※　＊印は春学期・秋学期ともに開講している科目です。
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応
用
生
物
科
学
科

1 2 3 4
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　

（90）

必修（51）

基礎生物学 2 生化学Ⅰ 2 応用生物科学特別講義 2 応用生物科学輪講Ⅱ 2＊2

基礎化学 2 分子生物学Ⅰ 2 分子生物学実験 3 応用生物科学輪講Ⅲ 2＊2

応用生物科学序論 2 生物学実験 3 応用生物科学輪講 I 2 卒業研究 I 4＊4

化学実験 3 生化学Ⅱ 2 卒業研究Ⅱ 4＊4

分析化学 2 分子生物学Ⅱ 2 卒業論文 2＊2

有機化学 2 生化学実験 3

バイオテクノロジー実験 3

コース

選択

必修

(8)

応用動物
動物生理学 2 細胞生物学 2 病態生理学 2

細胞工学 2 動物バイオテクノロジー 2

植物資源利用
植物生理学 2 植物機能利用学 2 植物遺伝育種学 2

植物代謝化学 2 植物バイオテクノロジー 2

微生物利用
微生物学 2 微生物利用学 2 極限環境微生物学 2

環境微生物学 2 酵素工学 2

生命環境
環境倫理学 2 生命環境科学 2 生態毒性学 2

環境健康科学 2 生態管理学 2

選
　
　
　
　
　
択

生態学 2 微生物学体験実習 1 機器分析 2

物理Ⅰ 2 薬物生体作用学 2 先端遺伝子工学 2

微分積分学 2 環境修復学 2 バイオエネルギー 2

人体の構造と機能 2 古生物学 2 ライフサイエンス英語 2

基礎生物学演習 1 線形数学 2 水圏環境科学 2

基礎化学演習 1 公害防止総論 2 食品安全学 2

物理実験 3 植物科学 2 脳科学 2

生物統計学 2 地球環境学 2 生殖生物学 2

生物資源科学 2 実務研修Ⅰ 1 放射線生物学 2

無機化学 2 実務研修Ⅱ 2 メディカルバイオテクノロジー 2

技術倫理 2 野外フィールド実習 1 研究室演習 3

物理Ⅱ 2 公衆衛生学 2 知的財産法 2

解析学 2 地学概論（実験を含む） 2 アストロバイオロジー 2

発生・再生生物学 2 危険物管理概論 2 HACCP 論 2

地学 2 植物分子栄養学 2 神経生物学 2

学外実習 2＊2 物理化学 2 糖鎖科学 2

微生物生理学 2

食品化学 2

※　＊印は春学期・秋学期ともに開講している科目です。

※　開講学期は変更となる場合があります。

※　斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。

　　詳細は P89 ページを参照してください。	 	 	 	 	 	 	
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応
用
生
物
科
学
科

1 2 3 4

授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　生命科学科　専門教育科目

基礎微生物学 生物有機化学 遺伝子工学

ゲノムインフォマティクス

医生理学

植物生化学

植物環境生理学

真核微生物学

病態組織学

食環境科学部　食環境科学科　専門教育科目

フードコーディネート論 食品流通学

フードエンジニアリング

食品物性論

食育論

味とニオイの科学

食品添加物概論

マーケティング入門

スパイスの科学

食品加工貯蔵学

ソムリエ講座

応用生物科学科の開放領域 
（他学部他学科）

　2021年度以降入学生

……生命科学部生命科学科・食環境科学部食環境科学科の専門教育科目

（実験・演習・卒業論文を除く）で応用生物科学科の学生が履修可能

な科目



１．英語単位認定制度

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

３．英語特別教育科目　LEAPプログラム

４．ランゲージセンター課外英語講座

５．大学院開講科目履修制度

６．成績優秀者表彰制度

７．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）

８．実務研修

９．学外実習

10．東京外国語大学の単位互換制度
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Ⅱ 

生
命
科
学
部
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム



A級以上

B 級

１．対象学生

２．制度の趣旨

３．単位認定基準

４．資格の取得期日について

５．申請時提出書類

６．申請期間

７．成績評価

８．学期を超えた申請につ

いて

９．追加申請について

　生命科学部に在籍する学生

　必修科目への出席が免除されることによって空いた時間を，さらに上級のレベル

を目指した英語学習に充当してもらうことを目的とした制度です。

　取得資格に応じて，以下の基準により認定する。

英検 国連英検
T OEF L
（iB T ）

認定科目と単位数

準１級以上 120～68 下記科目のうち４科目４単位

２級

資格の
種類

認定基準
67～51

IEL T S

9～5.5

5～4.5

　＊認定対象科目：En g lis h  Co m m u n ic a tio n  Ⅰ（１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  Co m m u n ic a tio n  Ⅱ（１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  S p e e c h  &  Pr e s e n ta tio n （１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  R e a d in g  &  Wr itin g （１単位），

　　　　　　　　　Ap p lie d  En g lis h  Ⅰ（１単位），Ap p lie d  En g lis h  Ⅱ（１単位）

　申請日より遡って２年以内に認定された資格を対象とします。

　ａ．生命科学部・食環境科学部　英語単位認定申請書（We bフォームより提出）

　ｂ．各検定試験のスコアコピー，スコアレポート，スコア認定書，合格証書，試

験結果通知など

提出方法の詳細は申請期間までにT o y o N e t-ACEで案内します。

　各学期の履修登録期間中

　＊なお，申請した科目については履修登録を行わないでください。

　（年間履修制限単位には含まれません）。

　評価は各学部教授会の承認を経て「Ｔ」（T r a n s fe r ）とします。

　単位認定は申請学期に開講している科目が対象です。よって，ひとつの資格によ

る単位認定が複数学期にわたる場合，学期ごとに申請を行わなければなりません。

①本制度により単位認定を受けたのち，新たに上級資格の認定を受け，追加の申請を

希望する場合には，追加の単位認定を申請することができます。その場合は，既に

単位認定を受けている科目（単位）に加え，２科目２単位を申請することになります。

②同一の認定基準において認定する単位は一度限りとし，他の資格を取得しても

追加申請はできません。（つまり，英検２級によって２単位を認定された場合，

T OEICの644点を取得しても，新たに２単位の認定を申請することはできません。）

１．英語単位認定制度

－ 62 －

T OEF L
（PB T ・IT P）

677～520

519～467

T OEIC
（IP含む）

990～645

644～495 下記科目のうち２科目２単位
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A級以上

B 級

１．対象学生

２．制度の趣旨

３．単位認定基準

４．資格の取得期日について

５．申請時提出書類

６．申請期間

７．成績評価

８．学期を超えた申請につ

いて

９．追加申請について

　生命科学部に在籍する学生

　必修科目への出席が免除されることによって空いた時間を，さらに上級のレベル

を目指した英語学習に充当してもらうことを目的とした制度です。

　取得資格に応じて，以下の基準により認定する。

英検 国連英検
T OEF L
（iB T ）

認定科目と単位数

準１級以上 120～68 下記科目のうち４科目４単位

２級

資格の
種類

認定基準
67～51

IEL T S

9～5.5

5～4.5

　＊認定対象科目：En g lis h  Co m m u n ic a tio n  Ⅰ（１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  Co m m u n ic a tio n  Ⅱ（１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  S p e e c h  &  Pr e s e n ta tio n （１単位），

　　　　　　　　　En g lis h  R e a d in g  &  Wr itin g （１単位），

　　　　　　　　　Ap p lie d  En g lis h  Ⅰ（１単位），Ap p lie d  En g lis h  Ⅱ（１単位）

　申請日より遡って２年以内に認定された資格を対象とします。

　ａ．生命科学部・食環境科学部　英語単位認定申請書（We bフォームより提出）

　ｂ．各検定試験のスコアコピー，スコアレポート，スコア認定書，合格証書，試

験結果通知など

提出方法の詳細は申請期間までにT o y o N e t-ACEで案内します。

　各学期の履修登録期間中

　＊なお，申請した科目については履修登録を行わないでください。

　（年間履修制限単位には含まれません）。

　評価は各学部教授会の承認を経て「Ｔ」（T r a n s fe r ）とします。

　単位認定は申請学期に開講している科目が対象です。よって，ひとつの資格によ

る単位認定が複数学期にわたる場合，学期ごとに申請を行わなければなりません。

①本制度により単位認定を受けたのち，新たに上級資格の認定を受け，追加の申請を

希望する場合には，追加の単位認定を申請することができます。その場合は，既に

単位認定を受けている科目（単位）に加え，２科目２単位を申請することになります。

②同一の認定基準において認定する単位は一度限りとし，他の資格を取得しても

追加申請はできません。（つまり，英検２級によって２単位を認定された場合，

T OEICの644点を取得しても，新たに２単位の認定を申請することはできません。）

１．英語単位認定制度

－ 62 －

T OEF L
（PB T ・IT P）

677～520

519～467

T OEIC
（IP含む）

990～645

644～495 下記科目のうち２科目２単位

　下記のとおり，ランクごとに認定要件が設定されています。

　TGLプログラムは，東洋大学生が国内外で活躍できるグローバル人財となるために，

「異文化環境における英語運用表現能力」，「多文化共生社会における価値創造能力」，

「異文化環境における課題解決能力」の３要素を強化することを目的としています。これ

らの目的に沿って，「Gold」「S ilv er」「B ron z e」のランクごとに７つの認定要件を定め，各

要件を満たした学生をToyo Global Leaderとして認定します。

１．認定要件

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

認定要件 TGL Gold TGL S ilv er TGL B ron z e

730点

（２）外国語による授業科目の修得 40単位

（３）外国語による卒業論文等執筆 必須

（４）海外留学・インターンシップ 必須
どちらか
を必須

（５）海外アクティビティ 必須

（６）東洋グローバルリーダー（TGL）キャンプ 必須（運営） 必須（参加） 必須（参加）

（７）Toyo Global（TG）ポイント 30ポイント 20ポイント 10ポイント

２．認定要件について （１）英語能力

（２）外国語による授業科目の修得

（３）外国語による卒業論文等執筆

（４）海外留学・インターンシップ

　英語資格試験のスコアにより認定します。TO E I C ®L & R （公開テスト

およびIPテスト）のほか，TO EF L iB T®，TO EF L ITP®，IELTS ™ のスコアを

TO EI C ®L& R スコアに換算します。なお，スコアは在学中に受験したものに

限ります。

　基盤教育の語学科目や開講言語が外国語の授業科目および英語特別教育科

目の修得単位数を加算していきます。また，海外留学や海外インターンシッ

プ等により認定された科目の単位数も加算できます。

　さらに、卒業論文等を外国語で執筆した場合、卒業論文の科目の単位数も

加算します。

海外での活動が連続で３週間（現地入国から出国までが21日間）以上（※）の

留学やインターンシップを対象とします。大学で開催しているプログラムのほ

か，学外機関が主催するプログラムも活動内容等により対象となります。な

お，単位認定の有無は問いません。
　※海外での活動が４週間（28日間）以上であれば、〔⑸海外アクティビティ〕の要件と

合わせて達成となります。

　　　　

（１）英語能力（TO EIC
®
 L& R ） ―

10単位

―

―

―

590点

20単位

―

　下記 a. ｂ. c . のいずれかに当てはまる論文等を執筆し， a. b. については，指導教員

の確認書と共に提出することで認定します。

ａ. 言語を問わず執筆した卒業論文等の英文要旨もしくは英語で執筆した卒業論文等

ｂ. 授業内で各言語（日本語を除く）により作成し提出された論文等

　※外国人留学生については日本語（ネイティブ言語以外）での執筆も認める。

ｃ. 国際教育センターで設定したテーマに基づいた英語の課題論文
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（５）海外アクティビティ

　　　　上記（４）に該当しない，海外での活動が連続で１週間（現地入国から出

国までが７日間）以上の留学，研修，インターンシップ，ボランティア等の

活動を対象とします。大学で開催しているプログラムのほか，学外機関が主

催するプログラムも活動内容等により対象となります。なお，単位認定の有

無は問いません。

（６）東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ

　　　　本学で実施する「東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ」への参加

（または運営チームとしての参加）により認められます。

（７）T o y o  G lo ba l（T G ）ポイント

　　　　国内外の国際交流活動（海外留学，インターンシップ，ボランティア，国

際シンポジウム等）および課外語学講座等への参加がポイントの対象となり

ます。ポイントは各活動期間に応じて付与します。

【TGLプログラムの仕組み】

　一度の取り組みで複数の認定要件に当てはまる場合があります。

　交換留学で１年間海外渡航（T OEF L  IT P®550点を保有）。

　　認定（T OEIC®Ｌ＆Ｒ730点に換算）

　また，留学中１週間のボランティア活動に従事し，「短期海外実習Ⅰ」（１単位）

が認定された。

（６）東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ

東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプに参加した。

１ポイント付与（半日のプログラム）
２ポイント付与（１日のプログラム）

− 66−

Ⅱ 

生
命
科
学
部
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム



（５）海外アクティビティ

　　　　上記（４）に該当しない，海外での活動が連続で１週間（現地入国から出

国までが７日間）以上の留学，研修，インターンシップ，ボランティア等の

活動を対象とします。大学で開催しているプログラムのほか，学外機関が主

催するプログラムも活動内容等により対象となります。なお，単位認定の有

無は問いません。

（６）東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ

　　　　本学で実施する「東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ」への参加

（または運営チームとしての参加）により認められます。

（７）T o y o  G lo ba l（T G ）ポイント

　　　　国内外の国際交流活動（海外留学，インターンシップ，ボランティア，国

際シンポジウム等）および課外語学講座等への参加がポイントの対象となり

ます。ポイントは各活動期間に応じて付与します。

【TGLプログラムの仕組み】

　一度の取り組みで複数の認定要件に当てはまる場合があります。

　交換留学で１年間海外渡航（T OEF L  IT P®550点を保有）。

　　認定（T OEIC®Ｌ＆Ｒ730点に換算）

　また，留学中１週間のボランティア活動に従事し，「短期海外実習Ⅰ」（１単位）

が認定された。

（６）東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプ

東洋グローバルリーダー（T G L ）キャンプに参加した。

１ポイント付与（半日のプログラム）
２ポイント付与（１日のプログラム）

【TGLプログラム問い合わせ先】

　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス　８号館１階）

　TEL：03－3945－8536

　E-m ail：m l-tg l@ toyo.jp

３．英語特別教育科目  LEAPプログラム

　プログラムの詳細は，ToyoNet-AC E「TO Y O  GLO B AL D IAM O ND S

（国際交流情報）」コース内，「東洋グローバルリーダー（TGL）プログラム」

を確認してください。

h ttp s :/ / w w w .toyo.ac e.toyo.ac .jp / c t/ c ou rs e_ 1324577

　LEAP（Learn in g  En g lis h  for Ac adem ic  Pu rp os es ）プログラムは将来海外留学を

目指す学生や、英語力を高めたいと希望する学生を対象とした学術英語プログラム

です。留学に必要なIELTS ™ のスコアアップに加えて、大学レベルの授業を英語で

受けるのに対応できるだけの学習スキルの習得も目指します。LEAPの授業は英語

で行われるため、内容を理解し、課題などをこなしていくために基礎的な英語力が

必要となります。修得した単位は卒業単位として認められます。

　LEAP IELTS Ⅰは、IELTS Ⅰ Lis ten in g / S p eak in g  とIELTS Ⅰ R eadin g / Writin g

の２つの科目に分かれています。春学期にLis te n in g / S p ea k in g 、秋学期に

R eadin g / Writin g 科目を開講します。

　Lis ten in g / S p eak in g（週１日２コマ連続・２単位）…Lis ten in g とS p eak in g に特化した科目

　R eadin g / Writin g （週１日２コマ連続・２単位）…R eadin g とWritin g に特化した科目

　IELTS ™ 4.5以上またはそれに相当する英語試験のスコアを取得している場合は

IELTS Ⅱ、IELTS ™ 5.0以上またはそれに相当する英語試験のスコアを取得してい

る場合はPS A科目の履修が可能です。IELTS Ⅱ、PS A科目は白山キャンパスで開講

されます。開講時間は白山の時間割ですので，注意してください。

 IELTS Ⅱは、IELTS ⅡLis ten in g / S p eak in g とIELTS ⅡR eadin g / Writin g の２つの

科目に分かれています。

　Lis ten in g / S p eak in g（週２回・２単位）…Lis ten in g とS p eak in g に特化した科目

　R eadin g / Writin g （週２回・２単位）…R eadin g とWritin g に特化した科目

　PS A は次の２科目から成ります。

　Pre-S tu dy Abroad : Lis ten in g / S p eak in g （PS A L/ S ）

　…留学してからの受講スキルを学習（週２回・２単位）

　Pre-S tu dy Abroad : Writin g （PS A W）

　…英語で論文を書くための基礎を学習（週１回・１単位）

＜申込・お問い合わせ＞

　プログラムの詳細はToyoNet-AC E「TO Y O  GLO B AL D IAM O ND S （国際交

流情報）」コース内、「語学学習　LEAP・ランゲージセンター・課外講座」を

確認してください（春学期履修の案内は前年11月頃、秋学期履修の案内は５～６

月頃配信予定）。

  LEAPプログラムについての問い合わせ先

  LEAPオフィス（白山キャンパス8号館2階）

  Em ail: m lleap offi c e@ toyo.jp 　　　TEL: 03-3945-7341
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４．大学院開講科目履修制度

５．成績優秀者表彰制度

（１）本制度は，生命科学部４年生が本学大学院生命科学研究科開講科目を履修で

きる制度です。

（２）本制度により修得した単位は，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入

学時に，所定の手続きをとることにより，大学院の単位として認定されます。

※“Ｔ”（トランスファー）として認定されます。

（３）本制度を利用できるのは，以下の項目を満たす者とします。

　　（ア）本学部４年次に在学中であり，卒業研究を行っていること。

　　（イ）本学部卒業後，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入学する予定

であること。

　　（ウ）卒業研究担当教員の推薦があること。

　　（エ）履修を希望する大学院開講科目担当教員の履修許可を得ていること。

（４）本制度で履修できる科目は，当該年度に博士前期課程で開講されている講義

科目です。選択必修科目は対象外となります。

（５）本制度により履修する科目は，本学部の自由科目として取扱います。従っ

て，卒業単位数に含めることはできません。また，本制度により履修する

科目は，年間履修単位数に含まれます。

（６）本制度により履修できる上限単位数は，第４年次在学中に合計10単位まで

とします。

（７）本制度により修得した成績評価は，学部の成績原簿・成績表・成績証明書に

記載されます。

（８）本制度は卒業単位数に含まれない科目履修のため、履修取消は一切受け付け

ません。

　履修登録期間内に「大学院開講科目履修制度」申込フォーム（w e b）より申請

してください。申請方法の詳細は別途 T o y o N e t-ACE等でお知らせします。

　生命科学部では，生命科学研究科との６年間一貫教育を推進しており，生命科学部学生に生命科学研究科で実施し

ている学術レベルの高度な科目を勉学する機会を与えることを目的として，４年生が大学院開講科目を履修できる

「大学院開講科目履修制度」を導入しています。

　本制度の概要は次のとおりですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

110
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４．大学院開講科目履修制度

５．成績優秀者表彰制度

（１）本制度は，生命科学部４年生が本学大学院生命科学研究科開講科目を履修で

きる制度です。

（２）本制度により修得した単位は，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入

学時に，所定の手続きをとることにより，大学院の単位として認定されます。

※“Ｔ”（トランスファー）として認定されます。

（３）本制度を利用できるのは，以下の項目を満たす者とします。

　　（ア）本学部４年次に在学中であり，卒業研究を行っていること。

　　（イ）本学部卒業後，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入学する予定

であること。

　　（ウ）卒業研究担当教員の推薦があること。

　　（エ）履修を希望する大学院開講科目担当教員の履修許可を得ていること。

（４）本制度で履修できる科目は，当該年度に博士前期課程で開講されている講義

科目です。選択必修科目は対象外となります。

（５）本制度により履修する科目は，本学部の自由科目として取扱います。従っ

て，卒業単位数に含めることはできません。また，本制度により履修する

科目は，年間履修単位数に含まれます。

（６）本制度により履修できる上限単位数は，第４年次在学中に合計10単位まで

とします。

（７）本制度により修得した成績評価は，学部の成績原簿・成績表・成績証明書に

記載されます。

（８）本制度は卒業単位数に含まれない科目履修のため、履修取消は一切受け付け

ません。

　履修登録期間内に「大学院開講科目履修制度」申込フォーム（w e b）より申請

してください。申請方法の詳細は別途 T o y o N e t-ACE等でお知らせします。

　生命科学部では，生命科学研究科との６年間一貫教育を推進しており，生命科学部学生に生命科学研究科で実施し

ている学術レベルの高度な科目を勉学する機会を与えることを目的として，４年生が大学院開講科目を履修できる

「大学院開講科目履修制度」を導入しています。

　本制度の概要は次のとおりですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

110

７．実務研修 Ⅰ・Ⅱ

６．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）

　群馬県内大学単位互換協定に基づき，下記の大学の授業科目（各大学が指定する

科目）を特別聴講生として聴講し，本学の単位として認定する制度です。

　※同順位の場合は「Ｓ」及び「Ａ」評価の単位数合計を優先し，同数の場合は

　「Ｓ」評価の単位数を優先します。

　実務研修の単位数は実習の期間に応じて異なります（下記の表を参照）。

　実務研修の単位は，その学期で履修できる上限単位数に含まれます（卒業に必

要な単位として認められている単位のみ）。実務研修Ⅰ・Ⅱは２年次以上が履修

可能です。担当教員に相談のうえ、履修科目の登録を行ってください。

　履修希望者は，各学年とも秋学期に必ず履修登録をしてください（別途「授業

時間割表」を参照してください）。

科目名

実務研修Ⅰ

実務研修Ⅱ

実習期間

１週間程度

２週間以上

単位数

１

２

※詳細はガイダンスで確認してください。
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　　学外実習は大学間の単位互換制度に基づいて行われている生物を対象とした

公開臨海実習の参加により，単位を認定するものです。実習を通して本学の授

業では経験できない生態系やその中に生息する生物について学び，生命現象へ

のより広い理解と知識を得ることを目的とします。実習後，報告会で実習内容

を発表します。

　（１）学外実習については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望

者は必ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自

で必ず確認してください。

　（２）学外実習について，他大学の公開臨海実習に関する実施要項等は随時中

央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，教学課窓口で申請手続き

をしてください。

　学外実習の単位数は２単位です。学外実習の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割表」を参照してください）。

　（２）学外実習は実習後の直近学期に単位が認定されます。学外実習の流れは

以下の通りです。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って教学課窓口で申込手続を行う

　　　　（ⅱ）実習に参加する

　　　　（ⅲ） 終了後の直近学期で履修登録を行う

書」を教学課窓口に提出

　学外実習の単位認定は４年間を通して１度のみとなります。

　履修登録を行わないと，単位が認定されませんので，注意してください。

１．学外実習の概要

２．ガイダンス等について

３．学外実習の履修方法

４．その他

７．学外実習（生命科学科のみ）

　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

－ 93 －

９．学外実習

　　　　 央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，板倉事務課窓口で申請手

続きをしてください。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「授業時間

割表」を参照してください）。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って板倉事務課窓口で申込手続を行う

－ 52 －

８．

－ 68 －

　　　　（ⅳ）実習終了後，報告会に参加する

　　　　（ⅴ）成績発表で評価を確認する

　　　　　　　例：夏季休暇中に実習に参加した場合→直近の秋学期に履修登録を

行う
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　　学外実習は大学間の単位互換制度に基づいて行われている生物を対象とした

公開臨海実習の参加により，単位を認定するものです。実習を通して本学の授

業では経験できない生態系やその中に生息する生物について学び，生命現象へ

のより広い理解と知識を得ることを目的とします。実習後，報告会で実習内容

を発表します。

　（１）学外実習については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望

者は必ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自

で必ず確認してください。

　（２）学外実習について，他大学の公開臨海実習に関する実施要項等は随時中

央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，教学課窓口で申請手続き

をしてください。

　学外実習の単位数は２単位です。学外実習の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割表」を参照してください）。

　（２）学外実習は実習後の直近学期に単位が認定されます。学外実習の流れは

以下の通りです。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って教学課窓口で申込手続を行う

　　　　（ⅱ）実習に参加する

　　　　（ⅲ） 終了後の直近学期で履修登録を行う

書」を教学課窓口に提出

　学外実習の単位認定は４年間を通して１度のみとなります。

　履修登録を行わないと，単位が認定されませんので，注意してください。

１．学外実習の概要

２．ガイダンス等について

３．学外実習の履修方法

４．その他

７．学外実習（生命科学科のみ）

　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

－ 93 －

９．学外実習

　　　　 央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，板倉事務課窓口で申請手

続きをしてください。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「授業時間

割表」を参照してください）。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って板倉事務課窓口で申込手続を行う

－ 52 －

８．

－ 68 －

　　　　（ⅳ）実習終了後，報告会に参加する

　　　　（ⅴ）成績発表で評価を確認する

　　　　　　　例：夏季休暇中に実習に参加した場合→直近の秋学期に履修登録を

行う

９．東京外国語大学の単位互換制度

　東洋大学では語学科目を中心とした多様な学習機会を拡充することを目的とし

て，2018年度より，東京外国語大学との間における単位互換協定を締結しました。

これに伴い，東京外国語大学の授業の一部を履修することが可能になりました。

　ここでは，東京外国語大学の科目を履修するにあたっての条件，履修方法などを

規定しています。詳細は，東京外国語大学の履修要覧・シラバスを参照するととも

に，板倉事務課までお問合せください。

　学部２年次以上

　学期の履修単位数の制限内かつ，（入学前も含む）本学以外の大学等で取得でき

る単位数は60単位を上限とする。

　東京外国語大学では「特別聴講学生」として在籍することになります。

　東京外国語大学府中キャンパス（所在地：〒183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1）

　板倉事務課で確認してください。ただし，都合によって履修可能科目が変更に

なることがあります。また，本学と東京外国語大学双方の曜日時限が重複する科

目や移動時間も含めて授業開始時刻に間に合わない科目を履修することはできま

せん。

①「特別聴講願」を板倉事務課で受け取り、所定の期間内に窓口へ提出してくだ

さい。

②提出された「特別聴講願」をもとに，東京外国語大学が受講の可否を決定しま

す。

③第１回目の講義に出席し，東京外国語大学の授業担当教員へ「東洋大学生命科

学部」の学生である旨と聴講申請手続き中である旨，申し出てください。

④受講の正式な可否については，ToyoNet-Gにてお知らせを配信しますので，確認

のうえ，受講可の学生は東京外国語大学で所定の手続を行ってください。

　東京外国語大学の制度によります。追・再試験は原則行いません。

　東京外国語大学からの成績到着後，当該科目の単位の認定を希望する場合は，

板倉事務課窓口まで，「単位認定申請書」を提出してください。単位認定の可否

については，教授会での審議を経て決定されます。申請が認められる場合は「T」

評価として認定します。

東京外国語大学入構時には「学生証」を必ず携帯し，東洋大学の学生であること

を示すこと。その他，東京外国語大学の学則に従い，規律ある行動をとること。

１.  対象学生

２.  履修可能単位数

３.  学籍の取扱い

４.  開講キャンパス

５.  履修可能科目

６.  履修手続

７.  試験

８.  単位認定
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7.  その他学部の学びに関連する資格
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１．教育職員免許状

東洋大学教職センター
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１．教育職員免許状

東洋大学教職センター

○近年，教員採用試験等で中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職員免許状を取得（見込）していることが採用試験

受験の条件，または有利になる傾向があります。したがって，できる限り中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職

員免許状を取得してください。

上記の免許法における最低修得単位数と，本学における最低修得単位数は異なります。

本学の学生は，本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。Ｐ77～Ｐ80の本学にお

ける「教科及び教科の指導法に関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目」「免許法施行規則第66条の6

に定める科目」の一覧表で確認してください。

３）教員免許状更新制について

　教員免許状は10年間の有効期限が設けられており，10年ごとに30時間の免許状更新講習（筆記試験，実技試験等含む）

を受け，修了認定されることによって有効期間が更新されます。免許状を持っているが教育の職に就いていない者（いわゆる

ペーパー・ティーチャー）は免許状更新講習を受講することはできません。したがって，教職に就かないままで10年を過ぎる

と免許状が無効になります。ただし、ペーパー・ティーチャーであった者が教職に就く見通しが立った場合には，講習を受け

て修了を認定された後，免許状の再交付を受けることができます。

　教職課程の履修に際しては，教育職員免許状の制度が大きく変わったことをよく理解して，自分自身の教職に対する意志

を再確認してください。

　教育職員免許状を取得するためには，下の表にあるような基礎資格として「学士の学位を有すること」（卒業に必

要な単位を修得すること）が要求されます。従って，教育職員免許状取得のための単位は取得できたものの卒業がで

きなかったということにならないよう，４年間の履修計画を立ててください。本学では「教育職員免許法」及び同法

施行規則に基づいて，教育職員免許状取得に必要な単位が修得できるよう科目を開設しています。

基礎資格

免許法における最低修得単位数

学士の学位
を有すること

免許状の種類

中学校教諭 1種免許状

高等学校教諭 1種免許状

28

24

10

10

10

8

7

5

4

12

8

8

教科及び
教科の指
導法に関
する科目
＜表1＞

教育の基
礎的理解
に関する
科目
＜表2＞

道徳、総合
的な学習
の時間等
の指導法
及び生徒
指導、教育
相談等に
関する科目

教育実践
に関する
科目

大学が独
自に設定
する科目

免許法施
行規則第
66条の6に
定める科目
＜表3＞

その他

介護等の
体験（詳細
はP83, 84）
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（１）教科及び教科の指導法に関する科目（〈表１〉参照）

（２）「教育の基礎的理解に関する科目」等（〈表２〉参照）

（３）免許法施行規則第66条の6に定める科目（〈表３〉参照）
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（１）教科及び教科の指導法に関する科目（〈表１〉参照）

（２）「教育の基礎的理解に関する科目」等（〈表２〉参照）

（３）免許法施行規則第66条の6に定める科目（〈表３〉参照）

〈表１〉「教科及び教科の指導法に関する科目」一覧表（中・高－理科）（免許法施行規則第４条・第５条）

2019年度以降生命科学科入学生用

免許法施行規則に 

定める科目区分
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ

○物理Ⅱ

物 理 学 実 験

（コンピュータ活用を含む。）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学

○基礎有機化学

　無機化学

　分析化学

　有機化学

化　学　実　験

（コンピュータ活用を含む。）

○化学実験

生　　物　　学

○生物学Ⅰ

　生物学Ⅱ
生化学Ⅰ
基礎分子生物学

○分子遺伝学

　動物生理学

　生化学Ⅱ
　細胞機能学

生 物 学 実 験

（コンピュータ活用を含む。）

○生物学実験

地　　　　　学

○地学

地　学　実　験

（コンピュータ活用を含む。）

○地学概論

○理科指導法ⅠA
○理科指導法ⅡA
△理科指導法ⅠB
△理科指導法ⅡB

　（実験を含む）

各教科の指導法
（情報機器及び教材の
活用を含む。）

中学校１種：３３単位　・　高等学校１種：２９単位

 

－ 75 －

１．○：必修科目　△：必修科目（中学校のみ）

２．科目単位数は２単位（化学実験，物理実験，生物学実験は３単位）

「教科及び教科の
指導法に関する科目」
の最低修得単位数
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2019年度以降応用生物科学科入学生用

１．○：必修科目　△：必修科目（中学校のみ）

２．科目単位数は２単位（化学実験，物理実験，生物学実験は３単位）

免許法施行規則に 

定める科目区分
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ

○物理Ⅱ

物 理 学 実 験

（コンピュータ活用を含む。）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学

　分析化学

○有機化学

　無機化学

化　学　実　験

（コンピュータ活用を含む。）

○化学実験

生　　物　　学

○基礎生物学

　動物生理学

　植物生理学

　

○分子生物学Ⅰ

　分子生物学Ⅱ

　細胞生物学

　生化学Ⅰ

　生化学Ⅱ

生 物 学 実 験

（コンピュータ活用を含む。）

○生物学実験

地　　　　　学

○地学

地　学　実　験

（コンピュータ活用を含む。）

○地学概論

　（実験を含む）

－ 76 －

○理科指導法ⅠA
○理科指導法ⅡA
△理科指導法ⅠB
△理科指導法ⅡB

各教科の指導法
（情報機器及び教材の
活用を含む。）

中学校１種：３３単位　・　高等学校１種：２９単位

 

「教科及び教科の
指導法に関する科目」
の最低修得単位数

− 78−

Ⅲ 

諸

資

格



－ 99 －－ 58 －－ 74 －

〈
表
２
〉
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
一
覧
表

2
0
1
3
年
度
以
降
入
学
生
適
用
　
　
１
．
○
：
必
修
科
目
，
２
．「
最
低
修
得
単
位
数
」：
生
命
科
学
部
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
，
３
．
△
：
選
択
必
修

※
（
　
）
内
は
，
単
位
数
で
す
。

※
「
道
徳
教
育
論
」
は
，
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
を
取
得
す
る
場
合
に
必
修
で
す
。
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
取
得
希
望
者
が
「
道
徳
教
育
論
」
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
は
，「
大
学
が
独

　
　
自
に
設
定
す
る
科
目
」
の
単
位
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

※
「
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）
」
は
、
高
等
学
校
教
諭
1種
免
許
状
申
請
の
際
に
は
3単
位
と
し
て
申
請
し
ま
す
。

免
許
取
得
の
た
め
の
必
要
単
位
数
の
合
計

「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
」
+
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」

中
学
校
１
種
：
64
単
位
以
上
　
　
　
高
等
学
校
１
種
：
59
単
位
以
上

2
0
1
9
年
度
以
降
入
学
生
用
　
　
１
．
○
：
必
修
科
目
　
△
：
選
択
必
修

　
　
２
．「
最
低
修
得
単
位
数
」：
生
命
科
学
部
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
る
科
目
区
分
等

「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
」
等
の

最
低
修
得
単
位
数

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

最
低
修
得

単
位
数

本
学
開
講
科
目

◯
教
育
学
概
論
（
２
）

◯
教
職
概
論
（
２
）

◯
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

◯
教
育
心
理
学
（
２
）

◯
特
別
支
援
教
育
基
礎
論
（
２
）

◯
教
育
課
程
論
（
２
）

12 12 7 31

◯
道
徳
教
育
論
（
２
）

◯
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
２
）

◯
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

◯
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

　
を
含
む
）（
２
）

◯
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

◯
教
育
相
談
（
２
）

1 1 1 2 1 1 2 3 2 2 2 2

◯
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）

◯
教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）（
２
）

4 4

◯
教
育
学
概
論
（
２
）

◯
教
職
概
論
（
２
）

◯
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

◯
教
育
心
理
学
（
２
）

◯
特
別
支
援
教
育
基
礎
論
（
２
）

◯
教
育
課
程
論
（
２
）

12 10 5 27

◯
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
２
）

◯
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

◯
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用

　
を
含
む
）（
２
）

◯
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

◯
教
育
相
談
（
２
）

1 1 1 2 1 1 3 2 2 2 2

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）※

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
３
）

◯
教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）（
２
）

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
。

　
た
だ
し
，
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
，
高
等
学

　
校
免
許
申
請
の
際
に
は
３
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4 4

中
学
校
教
諭
1種
（
理
科
）

配
当
学
年
最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

高
等
学
校
教
諭
1種
（
理
科
）

配
当
学
年
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2019年度以降入学生用

最低修得
単位数

〈表３〉「免許法施行規則第66条の６に定める科目」一覧表
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　　　　　（ⅰ）　「教育学概論」，「教職概論」，「教育の制度と経営」，「教育心理学」，「特別支援教育基礎論」，「教育

課程論」，「道徳教育論」，「総合的な学習の時間の指導法」，「特別活動の理論と方法」，「教育方法

論（情報機器及び教材の活用を含む）」，「生徒指導論（進路指導論を含む）」，「教育相談」，1 2 科目のう

ち，７科目以上の単位を修得済みであること。

　　　　　（ⅱ）実習予定教科の「理科指導法ⅠＡ」，「理科指導法ⅠＢ」，「理科指導法ⅡＡ」，「理科指導法ⅡＢ」を

修得済みであること。
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修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。（P88～P89 参照）

○食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格は「生命科学部生命科学科」，「生命科学部応用生物科学科」で所定の

課程を全て履修した卒業者であること。

○編入学により入学した学生は、食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。

○転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」とし

て登録された学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校

の科目内容と一致しなければ，資格取得に必要な単位数と認めない。 
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生命科学部生命科学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 分析化学 ２ ２ 選択

機器分析Ⅰ ３ ２ 選択

有機化学 基礎化学 １ ２ 必修

基礎有機化学 １ ２ 必修

化学実験 １ ３ 必修

有機化学 ２ ２ 選択

無機化学 無機化学 １ ２ 選択

Ｂ群　
　生物化学関係

生物化学 生化学Ⅰ １ ２ 必修

生化学Ⅱ ２ ２ 必修

生物有機化学 ２ ２ 選択

生理学 医生理学 ３ ２ 選択

Ｃ群　
　微生物学関係

微生物学 基礎微生物学 １ ２ 必修

微生物利用学 ２ ２ 必修

微生物生理学 ２ ２ 選択

Ｄ群　
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 公衆衛生学 ２ ２ 必修

食品衛生学 HACCP論 ３ ２ 選択

衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 必修

Ｅ群
　その他の 
関連科目

応用微生物学 真核微生物学 ３ ２ 必修

栄養化学 植物分子栄養学 ２ ２ 必修

家畜生理学 動物生理学 ２ ２ 必修

血液学 血液・免疫学概論 ３ ２ 選択

病理学 病態組織学 ３ ２ 選択

遺伝学 分子遺伝学

植物生理学 植物科学

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得の上，計2 2 単位以上修得すること。
※Ｅ群の科目を含めて，総単位数4 0単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位と認めない。

－ 84 －

２ ２ 選択

２ ２ 選択
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生命科学部生命科学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 分析化学 ２ ２ 選択

機器分析Ⅰ ３ ２ 選択

有機化学 基礎化学 １ ２ 必修

基礎有機化学 １ ２ 必修

化学実験 １ ３ 必修

有機化学 ２ ２ 選択

無機化学 無機化学 １ ２ 選択

Ｂ群　
　生物化学関係

生物化学 生化学Ⅰ １ ２ 必修

生化学Ⅱ ２ ２ 必修

生物有機化学 ２ ２ 選択

生理学 医生理学 ３ ２ 選択

Ｃ群　
　微生物学関係

微生物学 基礎微生物学 １ ２ 必修

微生物利用学 ２ ２ 必修

微生物生理学 ２ ２ 選択

Ｄ群　
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 公衆衛生学 ２ ２ 必修

食品衛生学 HACCP論 ３ ２ 選択

衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 必修

Ｅ群
　その他の 
関連科目

応用微生物学 真核微生物学 ３ ２ 必修

栄養化学 植物分子栄養学 ２ ２ 必修

家畜生理学 動物生理学 ２ ２ 必修

血液学 血液・免疫学概論 ３ ２ 選択

病理学 病態組織学 ３ ２ 選択

遺伝学 分子遺伝学

植物生理学 植物科学

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得の上，計2 2 単位以上修得すること。
※Ｅ群の科目を含めて，総単位数4 0単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位と認めない。

－ 84 －

２ ２ 選択

２ ２ 選択

生命科学部応用生物科学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 分析化学 １ ２ 選択

機器分析　 ３ ２ 必修

有機化学 基礎化学 １ ２ 必修

化学実験 １ ３ 必修

有機化学 １ ２ 必修

無機化学 無機化学 １ ２ 選択

Ｂ群
　生物化学関係

生物化学 生化学Ⅰ ２ ２ 必修

生化学Ⅱ ２ ２ 必修

生化学実験 ２ ３ 選択

Ｃ群
　微生物学関係

微生物学 微生物学 １ ２ 必修

微生物利用学 ２ ２ 必修

微生物生理学 ２ ２ 選択

Ｄ群
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 公衆衛生学 ２ ２ 必修

食品衛生学 H AC C P論 ３ ２ 選択

衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 必修

Ｅ群
　その他の 
関連科目

環境生物学 環境健康科学 ２ ２ 必修

家畜生理学 動物生理学 １ ２ 必修

動物バイオテクノロジー ３ ２ 選択

応用微生物学 バイオテクノロジー実験 １ ３ 必修

生物有機化学 生物学実験 ２ ３ 必修

酵素化学 酵素工学 ３ ２ 選択

植物生理学 植物バイオテクノロジー ３ ２ 選択

環境汚染物質分析学 生態毒性学 ３ ２ 選択

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得の上，計22単位以上修得すること。
※Ｅ群の科目を含めて，総単位数40単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位と認めない。
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2021

2021

水圏環境科学
生態毒性学
機器分析

水圏環境科学

コ
ー
ス
選
択
必
修

化学実験

無機化学

薬物生体作用学 ２

２

２

３
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2021

2021

水圏環境科学
生態毒性学
機器分析

水圏環境科学

コ
ー
ス
選
択
必
修

化学実験

無機化学

薬物生体作用学 ２

２

２

３

導しています。試験は年１回，10月に行われ社会人や学生らが受験し，合格率は全国平均20％前後です。
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1）環境計量士

　環境計量士（濃度関係）は、工場から排出されるばい煙、排水や環境（大気・水域）及び工場跡地等土壌の中の

有害物質、悪臭物質等の測定及び計量管理を行なう国家資格です。

　計量管理とは計量法第109条において「計量器の整備、計量の正確の保持、計量の方法の改善その他適正な計量の

実施を確保するために必要な措置を講ずること」と定められており、計量士は主に適正計量管理事業所及び計量証

明事業所において計量管理等を行っています。また、計量管理業務のほかに、計量士は都道府県知事・特定市町村

長が行う定期検査等を代わりに実施することができます。

　環境計量士国家試験の受験資格に制限はなく、誰でも受験することが可能です。

　経済産業省　h ttp s :/ / w w w .m eti.g o.jp / p olic y/ ec on om y/ h yoju n / tec h n o_ in fra/ 20_ k eiryou s h i.h tm l

2）環境測定分析士（3級）

　大気汚染物質、水質汚濁物質等の測定分析業務の現場で実際に活躍している方の能力と技術力を評価するのが、

「環境測定分析士」です。一部の地方自治体では、環境測定業務の入札の際に必要な業務責任者等の資格として、

環境計量士（濃度）、技術士（環境部門等）と並んで環境測定分析士が挙げられています。

　環境測定分析士には１級、２級、３級があり、１，２級は受験資格に業務経験が含まれ、実技試験も課されます

が、3級は入門編としての位置づけで、環境分野に興味を持つ方であれば学生の他だれでも受験できます。３級資格

の保持は２級、１級受験資格となります。

　一般社団法人　日本環境測定分析協会　h ttp s :/ / w w w .jem c a.or.jp / c ap a_ top / an alys is p ers on _ top /

3）生殖補助医療胚培養士

　生殖補助医療胚培養士とは、生殖補助医療を目的として、医師の指導の下に体外で配偶子及び胚を取り扱う業務

に従事する医療技術者です。大学で生物学や生化学、発生学等の科目を履修し、卒業後、日本産科婦人科学会の認

定施設における１年以上の実務経験等を経ることにより、日本卵子学会の認定資格審査を受けることができます。

また、日本臨床エンブリオロジスト学会が認定する「臨床エンブリオロジスト」を取得することもできます。

一般社団法人　日本卵子学会　h ttp s :/ / js or.or.jp / in dex.h tm l

日本臨床エンブリオロジスト学会　h ttp s :/ / em bryolog y.jp /

7．  その他学部の学びに関連する資格
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　経済産業省　h ttp s :/ / w w w .m eti.g o.jp / p olic y/ ec on om y/ h yoju n / tec h n o_ in fra/ 20_ k eiryou s h i.h tm l
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　大気汚染物質、水質汚濁物質等の測定分析業務の現場で実際に活躍している方の能力と技術力を評価するのが、

「環境測定分析士」です。一部の地方自治体では、環境測定業務の入札の際に必要な業務責任者等の資格として、

環境計量士（濃度）、技術士（環境部門等）と並んで環境測定分析士が挙げられています。

　環境測定分析士には１級、２級、３級があり、１，２級は受験資格に業務経験が含まれ、実技試験も課されます

が、3級は入門編としての位置づけで、環境分野に興味を持つ方であれば学生の他だれでも受験できます。３級資格

の保持は２級、１級受験資格となります。

　一般社団法人　日本環境測定分析協会　h ttp s :/ / w w w .jem c a.or.jp / c ap a_ top / an alys is p ers on _ top /

3）生殖補助医療胚培養士

　生殖補助医療胚培養士とは、生殖補助医療を目的として、医師の指導の下に体外で配偶子及び胚を取り扱う業務

に従事する医療技術者です。大学で生物学や生化学、発生学等の科目を履修し、卒業後、日本産科婦人科学会の認

定施設における１年以上の実務経験等を経ることにより、日本卵子学会の認定資格審査を受けることができます。

また、日本臨床エンブリオロジスト学会が認定する「臨床エンブリオロジスト」を取得することもできます。

一般社団法人　日本卵子学会　h ttp s :/ / js or.or.jp / in dex.h tm l

日本臨床エンブリオロジスト学会　h ttp s :/ / em bryolog y.jp /

7．  その他学部の学びに関連する資格
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　入学手続時にWeb登録した内容について変更が生じた場合，板倉事務課窓口で

所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなけばなりません。登録されている内

容は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要データであり，卒業後も，永久保

存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，住所変更）は速

やかに届け出てください。なお，住所変更についてはToyoNet-G上で変更できます。

（外国人留学生は窓口のみ）

　主な変更届と必要な書類は以下のとおりです。

〈 外国人留学生の場合は在留カード

のコピー（表・裏）〉
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　入学手続時にWeb登録した内容について変更が生じた場合，板倉事務課窓口で

所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなけばなりません。登録されている内

容は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要データであり，卒業後も，永久保

存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，住所変更）は速

やかに届け出てください。なお，住所変更についてはToyoNet-G上で変更できます。

（外国人留学生は窓口のみ）

　主な変更届と必要な書類は以下のとおりです。

〈 外国人留学生の場合は在留カード

のコピー（表・裏）〉

　学生証の有効期間は１年間です。春学期入学者（進級）の場合は，４月１日から

次年度の４月15日までです。入学時に交付を受けた学生証は，４年間使用します。

※いずれの場合も再発行手数料（2,000円）が必要です。

　申込キャンセルによる手数料の返金はできません。
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学　　科 コード

生命科学科 １９１０

応用生物科学科 １９２０

食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度

（西暦下２桁）

番号（001～　）

通学課程………０

科目等履修生…９

学
生
区
分

↓

学　科（専攻）　 コード

生 命 科 学 科 １９１０

１９２０応用生物科学科

＊
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学　　科 コード

生命科学科 １９１０

応用生物科学科 １９２０

食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度

（西暦下２桁）

番号（001～　）

通学課程………０

科目等履修生…９

学
生
区
分

↓

学　科（専攻）　 コード

生 命 科 学 科 １９１０

１９２０応用生物科学科

＊

　休学期間を満了し、在学することを復学といいます。春学期休学の場合は1 0月１

日付、秋学期休学の場合は次年度４月１日付で復学しなければなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は案内にしたがって、指定した期間内に手続きをしなければなりま

せん。復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第3 8条三）

　復　　学

○手 続 き

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをいた

しません。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を1 0月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月3 0日，秋学期1 2 月3 1 日までです。た

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

だし、期首付（春学期４月１日付、秋学期1 0月１日付）の休学の手続き期間は、

その学期の納付金納入期限までとなります（下記「納付金」の項目参照）。

○納 付 金

＊連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

　ばなりません。
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－ 9 4 －

○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第3 6条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

け受を導指修履で口窓課務事倉板，後き続手の学復，はていつに法方修履な細詳 ＊

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，大学の許可を得て退学することが

できます。（学則第3 6条）
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－ 9 4 －

○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第3 6条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

け受を導指修履で口窓課務事倉板，後き続手の学復，はていつに法方修履な細詳 ＊

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，大学の許可を得て退学することが

できます。（学則第3 6条）

＊外国籍の学生については在留資格取得の関係で，４月再入学は前年1 0月末，

　1 0月再入学は４月末日が手続き〆切となります。

ただし，入学金は再入学する年度の入学金の半額となります。
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１10

ただし，入学金は再入学する年度の入学金の半額となります。
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１10

ただし，入学金は再入学する年度の入学金の半額となります。

　転入学する場合は，単位の履修状況によって転入学する学年を繰り下げる場合

もあります。また，学科教育課程表も転入学する入学年度のものを適用となりま

す。

異動種別 配布方法 様　　式

休　　学 窓口配布

ToyoNet-G
各種資料より
ダウンロード

出来ます。

許可願
退　　学

退学からの再入学

除籍からの再入学

転部・転科願 窓口配布 志願書

（　　）
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２．納付金に関する取扱

（１）「学費」と「その他の費用」を合わせて「納付金」と称します。「学費」は大学徴収分を指し，「その他の費用」

は預り金（受託徴収分）を指します。

（２）２年次以降は，入学金を除く納付金が毎年度必要になります。

納入期間について

納入方法について

（１）納付金は，４月期（春学期納入期間）に１年間分を全額一括納入する方法と

　　　授業料・一般施設設備資金・実験実習料を二期に分けて納入する方法を選択

　　　することができます。

　　　※１年を二期に分け，入学月の属する期を第１期とし、その次の学期を第２期と

　　　　します。

　　　　第１期（春学期）納入期間　４月2 0日～５月3 1 日

　　　　第２期（秋学期）納入期間　1 0月１日～1 1 月1 0日

　　　　（各年の曜日の関係により，納入期間が短縮される場合があります。）

（１）本学所定の納入方法で、国内の金融機関から振り込んでください。

（２）大学窓口での受付および海外からの送金はできません。

（３）納入された納付金は、超過納入が明らかな場合または学籍異動に伴い徴収の

対象とならない場合を除き返還いたしません。

（４）振込用紙の送付先は保証人宛て（留学生は本人宛て）となります。振込用紙

を紛失した場合は、至急、板倉事務課窓口まで連絡してください。

　　　※本人または保証人の住所に変更があった場合は、ToyoNet-G上で住所変更

を行ってください。

　　〇納付金についての問い合わせ先　　　　TEL：02 76－82 －9 1 1 1

　　〇住所変更についての問い合わせ先　　　TEL：02 76－82 －9 1 1 8

（２）所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第3 8条第１項により，除

　　　籍とします。

（３）修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を板倉事務課窓口に提出

　　　してください。

（４）修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，上記（１）に記載の納

入期間内に休学許可願を板倉事務課窓口に提出してください。なお、大学の

営業日にあわせて期限が前後することがあります。

（５）やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

　　　内に板倉事務課窓口に相談してください。
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２．納付金に関する取扱

（１）「学費」と「その他の費用」を合わせて「納付金」と称します。「学費」は大学徴収分を指し，「その他の費用」

は預り金（受託徴収分）を指します。

（２）２年次以降は，入学金を除く納付金が毎年度必要になります。

納入期間について

納入方法について

（１）納付金は，４月期（春学期納入期間）に１年間分を全額一括納入する方法と

　　　授業料・一般施設設備資金・実験実習料を二期に分けて納入する方法を選択

　　　することができます。

　　　※１年を二期に分け，入学月の属する期を第１期とし、その次の学期を第２期と

　　　　します。

　　　　第１期（春学期）納入期間　４月2 0日～５月3 1 日

　　　　第２期（秋学期）納入期間　1 0月１日～1 1 月1 0日

　　　　（各年の曜日の関係により，納入期間が短縮される場合があります。）

（１）本学所定の納入方法で、国内の金融機関から振り込んでください。

（２）大学窓口での受付および海外からの送金はできません。

（３）納入された納付金は、超過納入が明らかな場合または学籍異動に伴い徴収の

対象とならない場合を除き返還いたしません。

（４）振込用紙の送付先は保証人宛て（留学生は本人宛て）となります。振込用紙

を紛失した場合は、至急、板倉事務課窓口まで連絡してください。

　　　※本人または保証人の住所に変更があった場合は、ToyoNet-G上で住所変更

を行ってください。

　　〇納付金についての問い合わせ先　　　　TEL：02 76－82 －9 1 1 1

　　〇住所変更についての問い合わせ先　　　TEL：02 76－82 －9 1 1 8

（２）所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第3 8条第１項により，除

　　　籍とします。

（３）修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を板倉事務課窓口に提出

　　　してください。

（４）修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，上記（１）に記載の納

入期間内に休学許可願を板倉事務課窓口に提出してください。なお、大学の

営業日にあわせて期限が前後することがあります。

（５）やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

　　　内に板倉事務課窓口に相談してください。

板倉・白山・川越・赤
羽台のキャンパスで
発行可能です。
※健康診断を受けた
者のみ

各種証明書 　教学課では，下記の証明書を発行しています。

種　　　類 手数料 発 行 方 法 備　　　　考

在 学 証 明 書 200円

卒業見込証明書 200円

成 績 証 明 書 200円

健康診断証明書※ 200円

学生証再発行 2,000円 教学課窓口

英文在学証明書 500円 教学課窓口

英文卒業見込証明書 500円 教学課窓口

英文成績証明書 1,000円 教学課窓口

その他の証明書 200円 教学課窓口

　窓口で証明書の発行を申請する場合は，次のような手順となります。

　１．証明書発行機にて「証明書発行願」を購入する。

　２．「証明書発行願」に必要事項を記入し，学生証を添えて提出する。

　　　＊なお，学生証や英文の証明書等日数がかかるものもありますので，早めに

申し込んでください。

　板倉事務課では，下記の証明書を発行しています。

　　　＊発行方法が変更となった場合は，掲示でお知らせします。

板倉事務課窓口

証明書発行機

− 103 −

Ⅳ 

学
籍
お
よ
び
納
付
金



− 104 −

Ⅳ 

学
籍
お
よ
び
納
付
金



１．国際教育センター　海外留学・研修プログラム

２．板倉キャンパスの情報環境について

３．学則（学籍に関する事項の抜枠）

４．東洋大学生命科学部規程
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１．国際教育センター　海外留学・研修プログラム

　海外留学・研修プログラムの概要

　本学では，休学することなく参加できる海外留学・研修プログラムを豊富に用意しています。

　プログラムの概要は以下のとおりです。

プログラム名 ①交換留学 ②認定留学
③協定校 
語学留学

④語学
セミナー

⑤海外インターンシップ・ 
ボランティア

⑥国連ユースボランティア
・ワシントンセンター

 ⑦D iv e r s ity   
V o y a g e

学部留学 語学留学 － － －

１学期 
または１年

３～６ヶ月 ３～４週間 ２～６週間 ３～５ヶ月 約10日間

第Ⅰ期：２～３月
第Ⅱ期：８～９月

留学先大学により 
異なる

春学期：２～５月
秋学期：８～９月

夏季および 
春季休暇中

８～９月
夏季および 
春季休暇中

あり なし あり なし

留学形態

期　　間

出発時期

語学条件

単　　位 単位認定申請可 履修登録対象 単位認定申請可 履修登録対象

東洋大学留学 
奨学金（給付型）

あり なし

東洋大学海外留学 
促進奨学金（給付型）

グローバルリーダー型
トップ大学型

アクティブ型 チャレンジ型 アクティブ型 なし

プログラムの内容等は変更になる場合があります。

※1　学部留学…現地で正規課程の科目を履修及び修得することを目的とする留学

※2　語学留学…海外の大学附属の語学学校で語学を集中的に学ぶ留学

※3 　１年…留学先機関によって学期制度や学期の日程が異なるため，トータルで１年間の留学期間を指す言葉として

 使用しています。

※4 　単位認定申請可…留学先大学等で修得した単位に関し，本学開講科目の単位として認定を申請できます。

※5　履修登録対象…該当する本学の開講科目を履修登録できます。

　各種海外留学・研修プログラムの詳細

　①交換留学

　②認定留学

　本学が学生交換協定を締結している協定校あるいは海外学生交換コンソーシアム

（IS E P ・U M A P 等）に加盟する大学へ，１学期間または１年間留学するプログラム

です。東洋大学を休学することなく留学できます。原則，留学先大学の授業料は免

除となり，留学期間に応じて奨学金が給付されます。留学先の大学では正規課程の

科目を履修及び修得することを目的とします。

　本学協定校の他，学位授与権のある大学へ１学期間または１年間留学するプログ

ラムで，留学先の大学では正規課程の科目を履修及び修得することを目的とします。

国や地域は問いません。東洋大学を休学することなく留学できます。原則留学先の授

業料は自己負担となりますが，留学期間に応じて奨学金が給付されます。

※1

※3

※2

※4 ※5 ※4 ※5
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１．国際教育センター　海外留学・研修プログラム

　海外留学・研修プログラムの概要

　本学では，休学することなく参加できる海外留学・研修プログラムを豊富に用意しています。

　プログラムの概要は以下のとおりです。

プログラム名 ①交換留学 ②認定留学
③協定校 
語学留学

④語学
セミナー

⑤海外インターンシップ・ 
ボランティア

⑥国連ユースボランティア
・ワシントンセンター

 ⑦D iv e r s ity   
V o y a g e

学部留学 語学留学 － － －

１学期 
または１年

３～６ヶ月 ３～４週間 ２～６週間 ３～５ヶ月 約10日間

第Ⅰ期：２～３月
第Ⅱ期：８～９月

留学先大学により 
異なる

春学期：２～５月
秋学期：８～９月

夏季および 
春季休暇中

８～９月
夏季および 
春季休暇中

あり なし あり なし

留学形態

期　　間

出発時期

語学条件

単　　位 単位認定申請可 履修登録対象 単位認定申請可 履修登録対象

東洋大学留学 
奨学金（給付型）

あり なし

東洋大学海外留学 
促進奨学金（給付型）

グローバルリーダー型
トップ大学型

アクティブ型 チャレンジ型 アクティブ型 なし

プログラムの内容等は変更になる場合があります。

※1　学部留学…現地で正規課程の科目を履修及び修得することを目的とする留学

※2　語学留学…海外の大学附属の語学学校で語学を集中的に学ぶ留学

※3 　１年…留学先機関によって学期制度や学期の日程が異なるため，トータルで１年間の留学期間を指す言葉として

 使用しています。

※4 　単位認定申請可…留学先大学等で修得した単位に関し，本学開講科目の単位として認定を申請できます。

※5　履修登録対象…該当する本学の開講科目を履修登録できます。

　各種海外留学・研修プログラムの詳細

　①交換留学

　②認定留学

　本学が学生交換協定を締結している協定校あるいは海外学生交換コンソーシアム

（IS E P ・U M A P 等）に加盟する大学へ，１学期間または１年間留学するプログラム

です。東洋大学を休学することなく留学できます。原則，留学先大学の授業料は免

除となり，留学期間に応じて奨学金が給付されます。留学先の大学では正規課程の

科目を履修及び修得することを目的とします。

　本学協定校の他，学位授与権のある大学へ１学期間または１年間留学するプログ

ラムで，留学先の大学では正規課程の科目を履修及び修得することを目的とします。

国や地域は問いません。東洋大学を休学することなく留学できます。原則留学先の授

業料は自己負担となりますが，留学期間に応じて奨学金が給付されます。

※1

※3

※2

※4 ※5 ※4 ※5

　③協定校語学留学

　④語学セミナー

　⑤海外インターンシップ・

　　ボランティア

　⑥国連ユースボランティア

　・ワシントンセンター（TWC）

　

　

　⑦Diversity Voyage

海外留学・研修
プログラム向け
給付型奨学金

　〇各プログラムの詳細は大学we bサイトを確認してください。

　　　国際交流「海外留学を希望する方へ」

　　　http://www.to y o .a c.jp/inte r na tio na l-e xcha ng e /ie s /

　大学への出願・入学手続きは原則各自で行うため，留学に先立って自ら十分な情

報を収集し，綿密な計画を立てることが重要です。

　本学の海外協定校附属の語学学校へ，３ヶ月から６ヶ月間留学するプログラムです。

語学力の向上を目的とし，語学を学びながら様々なアクティビティやホームステイ等を通

じた異文化体験をします。原則，留学先の授業料は自己負担となりますが，条件を満たし

た場合，奨学金が給付されます。また，東洋大学を休学することなく留学できます。

　夏季および春季休暇を利用した短期語学研修プログラムです。語学研修，アクティ

ビティ，ホームステイ等を通じた語学力の向上と異文化理解を目的としています。

　グローバル社会で活躍するために必要となる英語力・異文化理解力・社会人マ

ナーなどの社会人基礎力を育成し，世界に羽ばたく学生を育てることを目的としたプ

ログラムです。夏季および春季休暇を利用し，２～６週間研修を行います。語学力の

向上に加え，各国の経済状況や文化風習の違いを“働く”という社会生活を通じて

体験し，今後の学生生活とキャリア形成に生かすことができます。

・国連ユースボランティア（U NYV ）

　国連ボランティア計画（U NV ）のコーディネートの下，開発途上国の国連事務所

や政府機関でユースボランティアとして，約５ヶ月間働く長期インターンシップです。

現地国連スタッフと共に広報活動やフィールドワーク等の業務に携わりながら，高度

なキャリア意識やリーダーシップを養うプログラムです。

　本プログラムは2021年度派遣にて終了予定です。

・ワシントンセンター（TWC）

　アメリカの首都であるワシントンD C周辺の公的機関、NP O、企業などで15週間

の就労体験と夜間に行われる授業を通じ国際的感覚を身につけ、将来のグローバル

リーダーを育てるプログラムです。

　一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）が行う，夏季および春季休

暇を利用した短期間の海外研修です。海外で現地学生等と英語でコミュニケーション

を取りながら共創・協働することで，語学力のみならず「多様性適応力」を育みます。

　

　東洋大学では，多くの学生が海外留学・研修プログラムに参加できるよう，充実した

奨学金を用意しています（プログラムや語学スコアに応じ，7～3 00万円を給付）。

　－東洋大学留学奨学金

　－東洋大学海外留学促進奨学金

　その他，民間団体などによる奨学金もあります。

　各奨学金の要件や金額は変更になる可能性があります。

詳細や最新情報は国際教育センターwe bサイトで確認してください。

http://www.to y o .a c.jp/inte r na tio na l-e xcha ng e /ie s /s cho la r s hip/
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休学留学
◆本学を休学して外国の大学等へ留学した場合の単位認定について

　　本学を休学して外国の大学等に留学した場合、留学先で修得した単位を本学の単

位として認定することができます。単位認定を希望する場合は、事前に所定の手続き

を行う必要があります。

◆単位認定の対象となる機関

　　学位授与権を持つ大学（学部学生のみ２年制大学及び附属語学学校を含む。）

および附属学校。

◆留学期間

　　休学期間を超えない範囲とする。

　※原則として連続する２セメスタ（１年間）を超えて休学することはできません。

◆必要な手続き

　　休学手続きを行う前に、国際教育センターへ留学機関等に関する届出を行う必要が

あります。手続き詳細については、本学w e bサイトを参照してください。

　h ttp :/ / w w w .to y o .a c .jp / in te r n a tio n a l-e xc h a n g e / ie s / k y u g a k u -r y u g a k u /

国際交流・国際教育プログラムの内容や募集に関する情報は、国際教育

センターw e bサイトで確認して下さい。

UR L ：h ttp s :/ / w w w .to y o .a c .jp / in te r n a tio n a l-e xc h a n g e /

◎海外留学・研修プログラムについての問い合わせ先

　　　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス８号館１階）
　　　℡　03－3945－8172　Em a il：m lr y u g a k u @ to y o .jp

◎学籍・履修・単位認定に関する問い合わせ先

　　　板倉事務部板倉事務課
　　　℡　0276－82－9173
　　　受付時間　月～金　9：20～12：50，14：00～18：30
　　　　　　　　土　　　9：20～12：50
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休学留学
◆本学を休学して外国の大学等へ留学した場合の単位認定について

　　本学を休学して外国の大学等に留学した場合、留学先で修得した単位を本学の単

位として認定することができます。単位認定を希望する場合は、事前に所定の手続き

を行う必要があります。

◆単位認定の対象となる機関

　　学位授与権を持つ大学（学部学生のみ２年制大学及び附属語学学校を含む。）

および附属学校。

◆留学期間

　　休学期間を超えない範囲とする。

　※原則として連続する２セメスタ（１年間）を超えて休学することはできません。

◆必要な手続き

　　休学手続きを行う前に、国際教育センターへ留学機関等に関する届出を行う必要が

あります。手続き詳細については、本学w e bサイトを参照してください。

　h ttp :/ / w w w .to y o .a c .jp / in te r n a tio n a l-e xc h a n g e / ie s / k y u g a k u -r y u g a k u /

国際交流・国際教育プログラムの内容や募集に関する情報は、国際教育

センターw e bサイトで確認して下さい。

UR L ：h ttp s :/ / w w w .to y o .a c .jp / in te r n a tio n a l-e xc h a n g e /

◎海外留学・研修プログラムについての問い合わせ先

　　　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス８号館１階）
　　　℡　03－3945－8172　Em a il：m lr y u g a k u @ to y o .jp

◎学籍・履修・単位認定に関する問い合わせ先

　　　板倉事務部板倉事務課
　　　℡　0276－82－9173
　　　受付時間　月～金　9：20～12：50，14：00～18：30
　　　　　　　　土　　　9：20～12：50

２．板倉キャンパスの情報環境について

　（１）ネットワーク利用について

To y o N e t - G （トヨネット

ジー）

To y o N e t （トヨネット）

To y o N e t - A C E（トヨネット

エース）

　（２）パソコン・ネットワークの利用場所について

学内での利用

・ＰＣ教室

　２号館２階

　　2208教室・2209教室

　本学では情報環境として電子メールを中心とした「ToyoNet（トヨネット）」，電子

シラバス「ToyoNet-G（トヨネットジー）」，授業における教員との連絡の役割をする

「ToyoNet-ACE（トヨネットエース）」が提供されています。

＊全学生にToyoNetの電子メールアドレスが無償で配布されています。

　ToyoNetについての詳しい説明は

URL　https://www.toyo.ac.jp/toyonet/top/で見ることができます。　　

　Web上での履修登録やシラバス閲覧，時間割確認，休講情報の閲覧などがで

きます。

　教育研究支援システムです。授業の内容やレポート提出などのお知らせが載っ

ています。実際に利用するには，パソコンや携帯端末から以下のアドレスにアク

セスしてください。

URL　http://www.ace.toyo.ac.jp/

　PC教室，図書館，就職・キャリア支援室にあるパソコンは，目的に応じて利用

できます。また，自己所有のノートパソコンも学内の「無線LANアクセスポイン

ト」に接続すれば，ネットワークの利用ができます。

　PC教室は教育研究を目的にWindowsパソコンが設置されています。2 2 09 教室・

2 2 08教室共に授業・個人利用のため60台のデスクトップパソコンが用意されていま

す。

　個人利用としては，授業以外の時間でのレポート・卒論作成，電子メール利用な

どに開放しています。詳細は大学HPまたはPC教室前の掲示板を確認してください

（ただし，原則として大学開講日（試験期間含む）月～金曜日の９：3 0～1 8：3 0，土

曜日の９：3 0～1 2 ：3 0とします）。
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　Windo ws パソコンが28台設置されています。P C教室（2208・2209）のP Cと同じ目

的・方法で利用可能です。閉館時間の15分前まで利用できます。この他に館内貸出用

ノートP C，iP a dもあります。詳しくは図書館インフォメーションカウンターで確認してくだ

さい。
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　Windo ws パソコンが28台設置されています。P C教室（2208・2209）のP Cと同じ目

的・方法で利用可能です。閉館時間の15分前まで利用できます。この他に館内貸出用

ノートP C，iP a dもあります。詳しくは図書館インフォメーションカウンターで確認してくだ

さい。

３.  学則（学籍に関する事項の抜粋） 

2021 年４月１日現在

別表および最新の学部規定はホームペ−ジを確認してください。

　　第３章　修学等

　　　第１節　修業年限

  （在学年限）

第 20 条　卒業に必要な単位を修得するために在学できる年数（以下「在学年数」という。）は、通算して８年を限

度とする。この場合において、休学年数は在学年数に算入しない。

２　再入学又は編入学をした者の在学年数は、前項の在学年数から再入学又は編入学までの通常の在学の年数を控除

した年数とする。

　　第４章　入学、退学、休学、除籍等

　　　第１節　入学、留学等

 （入学の時期）

第24 条　入学期は、学期の初日から 30 日以内とする。

 （入学資格）

第25 条　学部第１年次に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

（１）高等学校を卒業した者

（２）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校教育を修

了した者を含む。）

（３）外国において学校教育における12 年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者

（５）文部科学大臣が指定した者

（６）大学入学資格検定（平成 17 年１月 31 日規程廃止）に合格した者

（７）高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）により文部科学大臣の行う高等学校卒業程

度認定試験に合格した者

（８）その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、18 歳に達したもの

 （入学の志願及び選考）

第26 条　入学志願者は、所定の書式による入学願書を提出し、別表第１に定める入学検定料を納入し、かつ、選考

試験を受けなければならない。

 （入学の手続）

第27 条　入学を許可された者は、入学金を納入し、所定の書式により誓約書を提出しなければならない。

 （保証人）

第28 条　保証人は、父、母又はその他の成人者で独立の生計を営む者でなければならない。

　２　保証人は、学生の在籍期間中の本学の諸規則の遵守について責任を負う。

　３　学生は、保証人を変更し、又はその氏名若しくは居住地に変更があったときは、速やかに変更届を提出しなけ

ればならない。

 （学生証）

第29 条　入学手続を終えた者には、学生証を交付する。
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 （編入学）

第30 条　学長は、次の各号のいずれかに該当する者が本学に編入学を希望するときは、選考のうえ、編入学を許可

することができる。

（１）短期大学を卒業した者

（２）大学を卒業した者

（３）高等専門学校を卒業した者

（４）専修学校の専門課程（文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了した者

　２　編入学に関する規程は、別に定める。

 （転入学）

第31 条　学長は、他の大学の学生が、その大学の許可を得て本学に転入学を願い出たときは、選考のうえ、転入学

を認めることができる。

　２　転入学に関する規程は、別に定める。

 （転部・転科）

第32 条　学長は、学生が学部の他の部へ、又は他の学部及び学科又は専攻へ転部及び転科を願い出たときは、選考

のうえ、これを許可することができる。

　２　転部・転科に関する規程は、別に定める。

 （留学）

第33 条　学長は、学生が外国の大学で学修することを願い出たときは、教授会の意見を聴いて留学を許可すること

ができる。

　２　前項の許可を得て留学した期間は、在学年数に算入する。

（二重学籍の禁止）

第34 条　学生は、他の学部学科又は他の大学と併せて在学することはできない。ただし、本学と本学の協定大学の

間で実施されるダブル・ディグリー・プログラム及びジョイント・ディグリー・プログラムへの参加者には適用し

ない。

　　　第２節　休学、退学、転学及び除籍

 （休学）

第35 条　引続き３カ月以上修学できない学生が休学を願い出たときは、学長は教授会の意見を聴いて、これを許可

することができる。

　２　休学は、連続する２学期限りとする。ただし、特別の事情がある場合は、学長は教授会の意見を聴いて、２学

期を超える期間の休学を許可することができる。

　３　休学の期間は、通算して８学期を超えることはできない。

　４　願いにより休学した者が、休学の期間が満了した場合又は休学期間中に休学の理由が消滅した場合において、

復学を願い出たときは、学長は教授会の意見を聴いて、これを許可することができる。

 （退学）

第36 条　学生が理由を明確にして退学を願い出たときは、学長は教授会の意見を聴いて、これを許可することがで

きる。

　２　願いにより退学した者が、再入学を願い出たときは、学長は教授会の意見を聴いて、これを許可することがで

きる。

 （転学）

第37 条　学生が転学を願い出たときは、学長は教授会の意見を聴いて、これを許可することができる。
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 （除籍）

第38 条　次に掲げる各号のいずれかに該当する者は、所定の手続を経て、除籍する。

（１）授業料その他の学費を所定の期日までに納入しない者

（２）第 20 条に規定する在学年数を超えた者

（３）第 35 条第３項に規定する休学期間を超えた者

（４）新入生で指定された期限までに履修登録を行わないこと、その他本学において修学の意思がないと認められる者

（５）出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年 10 月４日政令第 319 号）に定める「留学」又は他の中長期在留資格の

取得が不許可又は不交付とされた者

　２　学生は、除籍されることにより、学生の身分を失う。

　３　第１項の規定（第２号及び第３号に掲げる者を除く。）により除籍された者が、再入学を願い出たときは、学

長は教授会の意見を聴いて、これを許可することができる。

 

　　第８章　賞罰及び奨学

 （懲戒）

第57 条　学長は、本学の学則その他の規程に反し、又は学生の本分に反する行為があった学生に対し、教授会の意

見を聴いて、行為の軽重と教育上の必要とを考慮して、譴責、停学又は退学の処分をすることができる。

　２　退学処分は、次の各号のいずれかに該当する者以外には、これを行うことはできない。

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（２）学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者

（３）正当な理由なくして出席常でない者

（４）本学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者
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2021年４月１日現在

附　則

１　この規程は，2021年４月１日から施行する。

２　前項の規定にかかわらず，2020年度以前の入学生については，なお従前の例による。
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2021年４月１日現在

附　則

１　この規程は，2021年４月１日から施行する。

２　前項の規定にかかわらず，2020年度以前の入学生については，なお従前の例による。
　※ここに記載されている内容は2021年４月時点のものです。

Ⅵ　  教  員  紹  介（プロフィール）
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教授　一石　昭彦 １号館３階第３研究室
　　　ICHIISHI, Akihiko

主な担当科目

学位
　博士（学術）

生化学Ⅰ，遺伝子工学，生命実験化学

自己紹介，学生へのメッセージ

　生命科学の分野は，近年急速に発展をとげています。昔では高度な研究が、現在では普通に出

来る様になってきてます。このような可能性に満ちた新しい分野で共に学びましょう。

オフィスアワー

　火曜日　13 ：20～14 ：50
　それ以外でも在室している場合は受け付けます。

教授　伊藤　政博 １号館３階第２研究室
　　　ITO, Masahiro

主な担当科目

　極限環境微生物学，微生物生理学

学位
　博士（工学）

，生命科学史

自己紹介，学生へのメッセージ

　私たちの研究室が研究対象にしている生物は、極限環境微生物といって私たち人間がと
ても生活できないような過酷な環境を好んで生息しています。その中でも高アルカリ性環
境を好んで生育する微生物（好アルカリ性細菌）が持っている“特殊な能力”を解明し、
社会に役立てる研究を推進しています。好アルカリ性細菌が生産する酵素やそこから作り
出される産物は、私たちの社会の中で役立っています。詳しくは、講談社ブルーバックス
We bに記事（https ://g e nda i.is me dia .jp/a r ticle s /-/59091）を書いていますのでそちらをお
読みください。

オフィスアワー

　春学期：月曜日　12：00～13 ：00，秋学期：月曜日　12：50～13 ：10

教授　角谷　昌則 １号館２階第61研究室
　　　KAKUTANI, Masanori

主な担当科目
　教育学概論，教育の制度と経営，道徳教育論

学位

　P h.D .（Co mpa r a tiv e  E duca tio n／比較教育学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　大学では教員養成課程の教育学関連の専門科目を担当しています。近年では道徳教育に関する仕事も手掛けることが多くなりました。

　教育学を専門領域としており、教育行政学、開発教育学、比較教育学で学位を取得してきましたが、もっと大きな視座からこの世界を捉え、そこか

ら「生きる」ということの姿について模索しています。まずは私たちの存在を支えているこの世界のしくみや私たちの存在の根底にある生命について

問い直し、そこから私たち“人間はいかに生きるべきか”という問いに対する手掛かりを探りながら、そうした生を生き抜くために私たちは“いかに学

び成長するべきなのか”という問題への答えを見つけ出そうという試みです。最新の物理学が解き明かす世界像から、いわゆる自己啓発と呼ばれる

分野の動向にまで広く関心をもっています。

　教職は、そうした「生きることの意味」について、指導的立場から児童生徒たちと一緒に探究していく職業です。文部科学省の意向に沿いながら

教科書を教え、あとは部活をしていれば務まるというものではありません。ですから、単に「教員免許があると何かの役に立ちそうだから」という功

利的な理由や、あるいは「人に教えることが好き」といった表面的な動機ではなく、児童生徒と共に人間の成長について考え悩むことのできる人に

教職課程を履修してもらいたいと思っています。

オフィスアワー

　火曜日　13 ：20～14 ：50

生命科学部生命科学科
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教授　金子　律子 １号館３階第13研究室
　　　OHTANI-KANEKO　Ritsuko

主な担当科目

学位

　医学博士

生物学Ⅰ，生殖生物学，組織／病理学概論，動物生理学，発生・再生生物学

自己紹介，学生へのメッセージ

　自分が面白いと思ったことを、面白いと思っただけで終わりにしないで、調べる努力を惜しまない

ようにして下さい。自分達の体を含めて、生物は不思議なことに満ちています。「生物のしくみは、面

白いなあ、上手く出来ているなあ」と感じたことを、少しずつ自分達で調べたり実験したりして、その

仕組みを解明していきましょう。

オフィスアワー

　火曜日　12：4 5～13 ：15

教授　川口　英夫 １号館３階第24研究室
　　　KAWAGUCHI, Hideo

主な担当科目

学位

　博士（工学）

脳科学，基礎化学，分析化学，医用工学概論，キャリアデザインⅠ

自己紹介，学生へのメッセージ

　脳や神経細胞の謎に挑戦してみたいあなた，一緒に知恵を絞りましょう。個体の行動レベルから

のアプローチ，逆に細胞レベルからのアプローチの両面を試みています。電子ペン・光・微小電極

等を用いた計測技術が基盤ですが，これはあくまで道具で，目的は『脳・神経系の謎を解き明か

す』ことにあります。粘り強く実験を重ね，『悟りにも似た新しい理解』にたどりつく醍醐味を味

わって欲しいと思っています。もちろん個 人々のできることは限られていますが，『科学技術の進歩

に寄与』し，ひいては『社会に貢献する』という志を持って，一歩一歩着実に進みましょう。

オフィスアワー

　月曜日　13 ：00～14 ：00

教授　児島　伸彦 １号館３階第11研究室
　　　KOJIMA, Nobuhiko

主な担当科目

学位

　医学博士

神経生物学，細胞機能学，医生理学，血液・免疫学概論

自己紹介，学生へのメッセージ

　私の専門は神経科学です。学生の頃から本を読むのが好きで、その中の一冊に「狂気と脳－分

裂病の精神薬理」（スナイダー著/加藤信訳・海鳴社刊・1976年刊）というのがありました。「ここ

ろ」も生物学的な基盤によって生み出され、化学物質によって左右されるものであるという内容に

好奇心を刺激され、それが今の私の研究のきっかけになっています。

　大学ではたくさんの講義が用意されていますが、4 年間の学びの主体は皆さんにあります。講義

をきっかけとして、興味や疑問を持ったことを自ら掘り下げていく学びをぜひ実践してください。

オフィスアワー

　月曜日　12：4 5～13 ：15
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教授　清水　文一 １号館３階第25研究室
　　　SHIMIZU, Bun-ichi

主な担当科目

学位
　博士（農学）

生化学Ⅱ，有機化学，植物生化学，機器分析Ⅰ

自己紹介，学生へのメッセージ
　生物たちは，私たちの身近なところでさまざまな生存競争を繰り広げています。道ばたの草花も，土の中の微生物も、それ

ぞれが生き抜くための工夫を進化の過程で獲得してきました。とくに植物は暑くなったり，寒くなったり，外敵が襲ってきて

も，その場から逃げることができないかわりに，外敵を追い払い,ストレスに対抗する防御システムを持っています。植物の生

産する色素や香り成分といった二次代謝産物の多くが抗菌・抗酸化活性を持っており，防御のために植物が自ら生産・蓄積し

ていると考えられます。私の研究グループでは、この防御の仕組みを詳しく知ることで，病気に強い作物や，植物の持つ機能

を利用する栽培法を編み出せないかと考えて研究しています。とくに，植物の防御に関わる二次代謝産物の生合成に関わる酵

素・遺伝子を手がかりにして，化学や分子生物学，生化学を道具に研究を進めています。

　大学生活では広く学び、分子生物学，生化学，化学などという垣根を取り払った俯瞰的な目で生き物の世界を見てください。

オフィスアワー

　月曜日　1 3：00～1 4：00

教授　竹井　弘之 １号館３階第23研究室
　　　TAKEI, Hiroyuki

主な担当科目

学位

　応用物理

メディカルバイオテクノロジー，物理Ⅰ，物理Ⅱ

自己紹介，学生へのメッセージ

　世の中では異なる文化間の連携がますます重要になっている様，学問においても異なる分野

の接点から新しい知識や技術が生まれてきています。2 1 世紀は間違いなくバイオの世紀になっ

ていきますが，是非物理もお忘れなく。二刀流をマスターして，将来の科学技術を切り開いて

いきましょう。人類を新たな感染症の脅威から守ることや，明るい高齢化社会の実現に貢献で

きるかもしれませんよ。

オフィスアワー

　春学期：金曜日　1 1 ：00～1 3 ：00,　秋学期：水曜日　1 1 ：00～1 3 ：00

教授　長坂　征治 １号館３階第22研究室
　　　NAGASAKA, Seiji

主な担当科目

学位
　農学博士

地球環境学，植物分子栄養学，生物学Ⅱ，機器分析Ⅱ

自己紹介，学生へのメッセージ

　植物が育たない様な不良土壌で生育可能な植物の開発，また，海洋性藻類の円石藻が持つ石灰

化という特殊な二酸化炭素の固定機構を対象に研究を進めてきました。人類の旺盛な消費活動，

産業活動により地球の環境は大きく変化しつつあります。「環境」という言葉を耳にする機会が増

え，多くの人が地球環境に関心を持つようにもなりました。生命科学の分野では，生物の機能を利

用して環境を修復する，あるいは環境への負荷を減らすといった試みがなされています。しかしなが

ら，生命現象について我々が持つ知識はわずかであり，生物の持つ能力を最大限に生かせてはい

ません。生物の中に秘められた能力を引き出して，地球を癒してみませんか。

オフィスアワー

　春学期：月曜日　1 2：00～1 3：00
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教授　鳴海　一成 １号館３階第10研究室
　　　NARUMI, Issay

主な担当科目

学位

　博士（農学）

基礎微生物学，基礎分子生物学，微生物利用学，放射線生物学

自己紹介，学生へのメッセージ

　生物の基本的な生命維持機構であるD NA 修復の分子機構解明を通じて、ヒトの一千倍もの放射

線耐性を示す放射線抵抗性細菌が、なぜ放射線に強いのかを調べています。また、イオンビームを

用いた突然変異育種技術で微生物や植物を改良することにも取り組んでいます。

　大学では、生命の謎を解く過程を体験し、科学的な思考能力を身につけるように心がけてくださ

い。生命科学に関する幅広い知識と視野を身につけ、「科学技術」と「現代社会」との関わりを多面

的な視点で見据えること、これは、皆さんが将来どのような職業に就こうとも必要な事柄です。

オフィスアワー

　水曜日　12：4 0～13 ：20

１号館３階第15研究室

主な担当科目

学位

　博士（工学）

教授　長谷川　輝明
　　　HASEGAWA, Teruaki

糖鎖科学，基礎有機化学，生物有機化学，危険物管理概論

自己紹介，学生へのメッセージ
　我 人々間は膨大な数の細胞から構成された「多細胞生物」です。バクテリアなどに代表される単細胞生物
との大きな違いは、多細胞生物のなかでは個々の細胞がおのおのの役割を持ち、周りの細胞とコミュニケー
ションを取りながら、一つの生命体としての調和を維持している点です。この多細胞生物特有の現象に、細胞
表面の「糖鎖」が深く関与していることが明らかとなってきました。つまり、核酸やタンパク質に加えて糖鎖の
機能を解明することが、我 人々間の体の仕組みを理解する上で重要なのです。しかし糖鎖は多種多様であ
り、構造も複雑で存在量も少なく、個々の糖鎖の詳しい役割は未だ全く分かっていません。このように人類は
もっとも身近な存在である我々の体の仕組み自体でさえ、いまだに全く理解できていないのです。21世紀は
間違いなく生命科学の時代です。みなさんもこの刺激的な学問分野を我 と々一緒に探求してみましょう。

オフィスアワー

　金曜日　9：00～10：3 0

教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU, Naoki

自己紹介，学生へのメッセージ

　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは、元をたどると全て植物が光合成によって獲

得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物は、生命の設計図ともい

われるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないことだらけです。たとえゲノム配列が

全て分かっていても、人為的に光合成能力を高めたり、植物の生長を完全に制御したりすることは、現在

の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず、それだけで

は役に立ちません。ゲノム情報をうまく利用して、植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみま

しょう。そこから植物のポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー

　春学期：水曜日　11：10～12：4 0，秋学期：火曜日　13 ：20～14 ：50

主な担当科目

学位
　博士（農学）

ゲノムインフォマティクス，植物科学，物理化学，植物環境生理学
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教授　藤村　　真 １号館３階第16研究室
　　　FUJIMURA, Makoto

主な担当科目

学位

　博士（学術）

分子遺伝学，真核微生物学，現代生物学

自己紹介，学生へのメッセージ

　農作物の病害被害は，主に真核微生物に属する植物病原菌により引き起こされます。我々

は，糸状菌の病原性と形態形成や環境応答に関わるシグナル伝達経路の研究を行っています。

また，遺伝子診断技術を農業分野に展開し，植物病原菌を検出する技術を開発しており，農作

物の安定的生産と食の安全・安心を志向して研究に取り組んでいます。基礎研究と応用研究、

先進性と独創性を重視したOnly  o ne の研究室を目指しています。

オフィスアワー

　春学期：水曜日　13 ：20～14 ：50，秋学期：水曜日　13 ：20～14 ：50

１号館２階第50研究室

主な担当科目

学位

　英文学博士（PhD English）

准教授　江口　智子
　　　　EGUCHI, Tomoko

Integral EnglishⅠ，Integral EnglishⅡ

自己紹介，学生へのメッセージ

　主に1 年生の必修英語授業を担当しています。専門は1 9 世紀の英文学ですが、最近では英語教育

や動物と関連付けた研究に興味を持っています。　

　あるイギリスの馬術オリンピック選手は「競技会での演技は何年もの訓練の成果」であると語り、

日々の基礎トレの重要性を家の土台づくりに喩えて主張しています。

　英語の学習も基礎事項を理解した上で練習を積み重ねることが上達の鍵だと思います。英語が得

意な方も苦手な方も、それぞれ目標を定めて一緒にがんばりましょう。No pain, no gain!

オフィスアワー

　水曜日　1 3：3 0～1 4：3 0

自己紹介，学生へのメッセージ
　私の専門は解剖学で、生き物の身体の構造や身体の動かし方を研究しています。解剖学は身近な学問ではないかも
しれないですが、私たちも自分の身体を動かして、日々生活しています。様々な動物の身体の構造や動きを知ること
は、自分自身を知ることにも繋がっていきます。
　「この動物はどうしてこんな姿をしているのだろうか？」「曲がる時はどんな風に身体を動かしているのだろうか？」
　自分の目でじっくり観察することは、「理解する」ことの入り口で、「好きになる」ことの第一歩です。身近な自然現象
をじっくり観察し、誰も答えを知らない謎に取り組んでいきましょう。また、大学は「自分の可能性は無限である」こと
を確認する場です。これまで存在も知らなかったような新しい価値観や領域にたくさん触れて、みなさんが「可能性を
賭ける価値があるもの」を探すお手伝いがしたいと思っています。「この生き物の研究をしてみたいんですが、どうす
れば研究できますか？」という質問も大歓迎です。

オフィスアワー

　ToyoNet-Gの教員プロフィールにてお知らせします。

助教　郡司　芽久 １号館２階第60研究室
　　　GUNJI, Megu

主な担当科目
　ライフサイエンス英語，生物学実験

学位
　博士（農学）



− 121 −

Ⅵ 

教

員

紹

介

自己紹介，学生へのメッセージ
Hello, everyone!
My name is Gibran Garcia. I am from Oaxaca, one of the most culturally diverse states in southern 
Mexico. I hold a doctoral and master’s degree in Education and a bachelor’s degree in Teaching 
English as a Foreign Language. Throughout my professional career, I have worked as an English and 
Spanish teacher, writing tutor and research assistant. I am very interested in foreign language educa-
tion, intercultural communication, education technology and positive psychology. In my free time, I like 
spending time with my family, learning new things and exercising.
I am looking forward to meeting you all.
¡Hasta luego!

オフィスアワー
　Wednesday　1 1 ：1 0～1 2 ：3 0 

英語講師　ガルシア　ヒブラン　 １号館２階第51研究室
　　　　　GARCIA，Gibran

主な担当科目
　English Communication Ⅰ/Ⅱ，English Speech & Presentation，
　English Reading & Writing，スペイン語

学位

　博士（学術）Ph.D. in Education 

自己紹介，学生へのメッセージ
I'm British, and was born and raised in London, where I worked mostly in the financial services industry. Here in Japan, 

as well as being a teacher, I'm also an actor and voice actor, so you might see or hear me on television occasionally.

I like to use drama techniques in my classes, but please don't worry - you don't need any acting skills or experience to 

take part.

It's a fun way to learn, and can help you relax, be creative, improve your teamworking abilities, and build confidence - 

these are all skills that good scientists, entrepreneurs and innovators need.

If you see me on campus, please don't be shy ‒ just come up to me and say hello.

オフィスアワー

　Spring : Wednesday　9 ：3 0～1 1 ：00，Autumn : Thursday　1 3 ：2 0～1 4 ：50　　

１号館２階第52研究室

主な担当科目

　English Communication I/Ⅱ，English Speech & Presentation，

　English Reading & Writing

英語講師　アシュトン　ジョージ　スティーヴン
　　　　　ASHTON, George　Steven

学位

　Master  of Science (MSc) in Technology and Indutrial Organisation
   Bachelor of Science (BSc) in Physics
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１号館３階第37研究室

主な担当科目

学位

　博士（理学）

植物バイオテクノロジー，植物生理学

教授　梅原　三貴久
　　　UMEHARA, Mikihisa

，植物遺伝育種学

自己紹介，学生へのメッセージ

　植物は食糧、環境、エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活に貢献してくれています。世界

規模で様々な課題に直面する昨今、持続的な社会を構築するためには、まだ知られていない植物

の潜在能力をうまく引き出す必要があります。私の研究室では、植物の形を制御する植物ホルモン

や人の健康に関わる機能性成分など、植物が生産する物質に注目した研究を進めています。植物

の栽培が好きな方、新しい発見が好きな方、社会貢献につながる研究がしたい方、是非いっしょに

研究して議論しましょう。

オフィスアワー

　月曜日　12：4 0～13 ：20　この時間以外でも手が空いていれば対応します。

教授　柏田　祥策 １号館３階第32研究室
　　　KASHIWADA, Shosaku

主な担当科目

学位

　博士（農学）

環境倫理，分析化学，生態毒性学

自己紹介，学生へのメッセージ

　環境健康科学研究室を主宰しています。研究内容は，①人間活動が生態系を汚染するメカニ

ズム，②汚染された生態系に棲息する生物が受ける毒性影響や人間に与える影響，③汚染が起

こらないようにするための社会システム構築への貢献など，です。研究室での実験研究は，毒

性学をベースに，分子・細胞・組織・臓器・個体・個体群レベルで行っています。対象とする

生命システムは神経系・内分泌系・免疫系です。研究成果は，私が構築した世界9か国13 研究

組織と共有して，国際共同研究を展開しています。また日本政府代表研究者の一人として国内

法規制による環境保全にも貢献しています。

オフィスアワー

　月曜日　11：00～12：00

教授　小柴　和子 １号館３階第27研究室
　　　KOSHIBA, Kazuko

主な担当科目
　動物生理学，動物バイオテクノロジー，病態生理学

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ

　動物の体を構成する個々の器官の形がどのようにしてできるのかに興味をもち、四肢、網膜から始ま

り、最近は心臓に着目して研究を行っています。心臓の形は動物によって様々で、一見単純な構造に見え

る魚類の心臓（一心房一心室）も実は水中生活に適した形になっています。興味深いことに二心房二心

室の心臓をもつ哺乳類も発生の過程で魚類のような心臓の形態をとります。進化発生学的なアプローチ

から形や機能の多様性が生じたメカニズムを明らかにし、将来的にはヒト疾患の発症原因の解明につな

げていきたいと考えています。

　自分たちの体がどのようにできてきたのか、一緒にその謎に取り組みませんか？

オフィスアワー

　月曜日　1 3 ：00～1 4 ：00

生命科学部応用生物科学科
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教授　椎崎　一宏　 １号館３階第４研究室

主な担当科目

　博士（医学）

分子生物学Ⅰ，生命環境科学，環境健康科学

　　　SHIIZAKI, Kazuhiro

学位

自己紹介，学生へのメッセージ

　遺伝子組み換えマウス、ヒトの培養細胞や組換え酵母を使って環境化学物質の毒性メカニズムを

解明する研究を行っています。

　本学に着任するまでは、製薬企業や国研などあちこちで働き、多くの人の助けによって研究を続け

てきました。若い人たちは、まずは多くの人とコミュニケーションを取ってください。性別や年齢にか

かわりなく、気の合う人物がいたら本音で話せるような関係を築いて下さい。豊かな人間関係は必ず

豊かな人生に結び付きます。

オフィスアワー

　水曜日　15：00～17：00

自己紹介，学生へのメッセージ

　地球温暖化や環境汚染など地球環境の変化が急激に生じています。将来に残す地球環境をど

う保全すべきか議論されている時代です。この変化の時代を切り開いていく中心を担うのは学

生である君たちひとりひとりです。水環境保全技術など「環境修復学」「公害防止総論」など

を学ぶことにより、地球環境の生態系のあり方について考えてみませんか。

オフィスアワー

　金曜日　15：10～17：30

教授　角野　立夫 １号館３階第35研究室
　　　SUMINO, Tatsuo

主な担当科目
　水処理工学，環境修復学，公害防止総論，廃水処理システム学

学位

　農学博士

自己紹介，学生へのメッセージ

　生命科学の分野は，まだまだ未開の分野であり，それだけに世界中の誰も知らないことを自

分自身で発見したり，開発したりするチャンスが多い分野です。特に極限環境微生物の研究分

野は，このようなチャンスの多い分野です。極限環境微生物や極限環境微生物の生産する酵素

に興味のある方，ともに研究しましょう。

オフィスアワー

　月曜日　1 0：00～1 2 ：00

教授　道久　則之 １号館３階第19研究室
　　　DOUKYU, Noriyuki

主な担当科目

学位

　博士（工学）

分子生物学Ⅱ，酵素工学，基礎化学
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自己紹介，学生へのメッセージ

　私たちの生活は多くのストレスにさらされています。「ストレス」というとネガティブなイメージが付きまといます

が、ストレスとなりうる刺激であっても、適切な量・頻度であれば、かえって体に良い影響を持つこともあります。

　私は現在、(1 )筋細胞を使った運動やストレッチ効果、(2 )神経細胞のストレス応答制御、(3 )栄養と細胞機能など

の細胞レベルでの研究を通して、ストレスとうまく付き合うためにはどうしたらよいか？について研究を行っていま

す。

　ストレスや動物細胞の研究に興味を持っている方、ぜひ一緒に楽しく研究しましょう！

オフィスアワー

　金曜日　1 2 ：00～1 3 ：00

教授　根建　　拓 １号館３階第31研究室
　　　NEDACHI, Taku

主な担当科目

学位

　博士（農学）

細胞生物学，細胞工学，基礎生物学

教授　山本　浩文 １号館３階第６研究室
　　　YAMAMOTO, Hirobumi

主な担当科目

学位

　薬学博士

有機化学，植物代謝化学，植物機能利用学，薬物生体作用学

自己紹介，学生へのメッセージ

　様々な植物が毒薬として使われてきたことを知ってびっくり，実はこれらの植物は医薬品として重

要であると知って二度びっくり。植物がなぜこれらの“薬”を作るのか知りたくてこの道に入り，植物

という“生き物”の生き様を知ってまたまたびっくり。植物という玉手箱，まだまだ“びっくり”のネタ

を隠しています。「なぜ，どうして」という知的好奇心を胸に，植物の中の宝探しを始めてみません

か？

オフィスアワー

　水曜日　1 2 ：00～1 3 ：3 0

教授　吉永　　淳 １号館３階第34研究室
　　　YOSHINAGA, Jun

主な担当科目

　基礎数学，生物統計学，情報処理基礎，情報処理演習

学位
　博士（保健学）

自己紹介，学生へのメッセージ

　数学や統計学などを担当しています。みなさんが大学4 年間で科学的な思考を身につける基

礎として役立つよう願っています。

オフィスアワー

　春学期：火曜日　13 ：00～14 ：00，秋学期：火曜日　12：00～13 ：00
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自己紹介，学生へのメッセージ

　道端を歩いていてふと気になる野生動物への小さな疑問は大きな科学的問いへの入り口で

す。身近な、フィールドに出て、動物を調べることで動物の生態や環境とのかかわり詳しく知

ることが出来ます。

　好奇心と野心と双眼鏡や釣り竿をもって、まずは一緒に大自然に出かけましょう。

オフィスアワー

　月曜日　13：00～14：30

准教授　伊藤　元裕 １号館3階第33研究室
　　　ITO, Motohiro

主な担当科目
　生態学，生物資源科学，生態制御学

学位

　博士（水産科学）

准教授　高品　知典 １号館３階第１研究室
　　　　TAKASHINA, Tomonori

主な担当科目

学位
　博士（工学）

生化学Ⅰ，環境微生物学，古生物学，機器分析，キャリアデザインⅠ・Ⅱ

自己紹介，学生へのメッセージ

　製薬企業の研究所で10年以上にわたり，微生物・天然物由来の医薬品を探し続けてきました。こ

の間，常に驚かされてきたことは「微生物は計り知れない未知の力を秘めている」ということです。高

温、高アルカリ、高圧、高塩濃度などの極限環境に生息する『極限微生物』も、そういった微生物の１

つです。その中には’おむすび’のような三角形で平べったい形の菌もいます。これから一緒に研究

し，新しい可能性を持つ微生物を探してみませんか。新しい能力を持つ微生物を創ってみませんか。

オフィスアワー

　月～金曜日　12：4 0～13 ：10（春・秋学期授業期間中）

准教授　東端　啓貴 １号館３階第７研究室
　　　　HIGASHIBATA, Hiroki

主な担当科目

学位

　博士（工学）

生化学Ⅱ，極限環境微生物学，先端遺伝子工学，アストロバイオロジー

自己紹介，学生へのメッセージ

　自然界には、培養できない微生物が99% を占めると言われており、まだ人類が知らない性質・機能

を持った微生物が存在するはずです。「未知なる微生物の発見・その微生物の持つ新規酵素の単

離」に挑戦してみませんか？。特に、超好熱菌の酵素について研究したいと考えています。超好熱菌

は80℃以上で生育でき、「生物進化の解明」と共に「耐熱性酵素の産業応用」という二つの側面か

ら注目されている微生物です。一緒に“H O T”な研究をしませんか？

オフィスアワー

　火曜日　9：30～11：00
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准教授　三浦　　健 １号館３階第26研究室
　　　　MIURA, Takeshi

主な担当科目

学位
博士（工学）

微生物学，微生物利用学，バイオエネルギー

自己紹介，学生へのメッセージ

 「微生物は，私たちの生活でどのように利用されていますか？」と質問されたとき，皆さんだったら，どの

ように答えますか？

　身近なところで，食品・飲料，エネルギー，医薬品などが思い浮かぶと思います。そのような微生物は，

我々が生活している環境は，もちろんのこと，深海・地殻内，温泉などの極限環境にも生存しています。残

念なことに，これまでに発見されているのは，ほんの一握りで皆さんが見つけ出してくれるのを待っていま

す。このような状況から，社会に役立つ新しい能力を持っている微生物を発見するのは，あなたです！

　自分の可能性を信じて，「必ず，発見する！」というチャレンジ心と強い忍耐力がある学生諸君，一緒に

やりましょう！

オフィスアワー

　水曜日　1 3 ：3 0～1 4 ：3 0

助教　  １号館２階第55研究室

主な担当科目
　極限環境微生物学，無機化学

学位

　博士（生物科学）

自己紹介，学生へのメッセージ

基礎生物学演習，基礎化学演習，ライフサイエンス英語

李　沁潼
　　　　LI, Qintong

　地球上の物質って、毎日循環しています。例えば「窒素」を見てみると、空気中の窒素は、すご

く複雑なプロセスを経て、卵や肉などになって我々の食卓にやってきます。そして食卓にあった食

物中の窒素や、生活・工業廃水中の様々な有機・無機態の窒素は、結局空気の中に戻るのです。こ

ういった物質循環過程では、「分解者」と呼ばれる微生物たちが、重要な担い手として働いていま

す。環境中のほとんどの微生物はまだ私たちには未知の状態で生息しています。こんな小さな微生

物がどんな大きな役割を地球の物質循環に果たしているのか、一緒に探究してみませんか。

オフィスアワー

水曜日　1 3 ：3 0～1 4 ：3 0
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建学の理念
○建学の精神
　「諸学の基礎は哲学にあり」　「独立自活」　「知徳兼全」
○東洋大学の教育理念
【自分の哲学を持つ】
　多様な価値観を学習し理解するとともに、自己の哲学（人生観・世界観）を持つ人間を育成する。
【本質に迫って深く考える】
　先入観や偏見にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間を育成する。
【主体的に社会の課題に取り組む】
　社会の課題に自主的・主体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間を育成する。
○東洋大学の心
【他者のために自己を磨く】
　自分を磨くのは、人々のためにはたらくことができるようになるためであり、そのことを自覚して
学業に励むのが東洋大学の心である。
【活動の中で奮闘する】
　現実社会における活動の中にどこまでも前進してやまないのが、東洋大学の心である。

　東洋大学は、明治20（1887）年、哲学者・井上円了が創設した「私立哲学館」によってその歴史が
始まりました。円了は幕末の安政5（1858）年、越後国長岡藩西組浦村（現在の新潟県長岡市浦）のお
寺の長男として生まれ、明治14年、設立間もない東京大学文学部哲学科にただひとりの1年生として入
学しました。勉学を通して「洋の東西を問わず、真理は哲学にあり」と確信します。当時のわが国は
欧米文化至上主義の時代で、円了は西洋化に踊らされる日本を憂えていたと思われます。ここでいう
哲学とは、「万物の原理を探り、その原理を定める学問」であり、それは観念的演繹的な哲学ではなく、
事実と実証に基づく哲学であるという点が強調されました。
　円了は創立前に「哲学はあらゆる事物の原理を定める学問であります。政治、法律はもとより科学
や芸術まで、その根底には哲学がなくてはなりません」と述べています。この考えから明治20年「私
立哲学館」という哲学専修の私立学校を創立しました。これが現在の東洋大学の前身にあたります。
　円了が教育で目指した哲学は、いわゆる「哲学者」の養成ではなく、思想や精神を錬磨する術（すべ）
であり、他に応用する能力も身につけなければならないものであると説いています。
　哲学という言葉が初めて使われた明治時代から、哲学の欠如が問われている現在までの125年以上に
わたり、東洋大学も激動の歴史を歩みながら、創立者井上円了の教育理念を継承してきました。
　哲学館創立以降に、円了は「余資なく、優暇なき者」のために「社会教育」と「開かれた大学」を目指して活
動を開始しました。その一つに、学校開設の翌年から『哲学館講義録』を発行して、通学できない者に
も勉学の機会を与えました。これは当時としては画期的なことであり、この精神は現在の通信教育部
に受け継がれています。
　さらに、円了は30代から生涯続けることになる全国巡講を始めています。統計の残っている明治39
年から大正7年までの13年間で、全国60市、2198町村において5291回の講演を行い、社会教育に力を入
れました。明治の日本に新しい教育の扉を開こうとした円了の情熱がうかがえます。この心を引き継
いで現在の東洋大学では「開かれた大学」を目指し、講師派遣事業や公開講座など、地域のみならず
全国の人々に生涯学習の場を提供しています。

建学の理念と創立者　井上円了
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